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秋
田
県
宗
務
所
　

所
長
　
越こ
し

　
姓う
じ

　
玄げ
ん

　
悦え
つ

　

山
間
部
で
は
早
く
も
紅
葉
の
兆
し
が
見
え
初
め
、

稲
穂
は
重
く
頭
を
垂
れ
て
豊
熟
を
予
感
さ
せ
る
時
節

と
な
り
ま
し
た
が
、
管
内
御
寺
院
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
御
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
申
し
あ

げ
ま
す
。�

　

七
月
三
十
一
日
宗
務
所
会
が
開
催
さ
れ
、
上
程
致

し
ま
し
た
案
件
が
慎
重
審
議
の
う
え
承
認
、
議
決
さ

れ
ま
し
た
こ
と
を
御
報
告
申
し
あ
げ
ま
す
。
二
十
八

年
度
事
業
も
概
ね
計
画
通
り
遂
行
で
き
ま
し
た
が
、

所
長
杯
野
球
大
会
に
つ
き
ま
し
て
は
中
止
の
止
む
な

き
に
至
り
ま
し
た
。
前
号
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
長

い
伝
統
を
持
つ
行
事
で
も
あ
り
、
大
会
に
備
え
て
い

る
熱
心
な
チ
ー
ム
も
多
い
な
か
で
の
中
止
は
誠
に
申

し
訳
な
い
次
第
で
す
が
、
天
候
の
影
響
や
会
場
の
確

保
に
難
渋
し
た
り
、
開
催
に
あ
た
っ
て
調
整
を
要
す

る
こ
と
も
多
い
こ
と
を
御
理
解
い
た
だ
き
た
く
存
じ

ま
す
。
参
加
者
の
確
保
に
苦
労
し
て
い
た
徒
弟
研
修

会
も
曹
洞
宗
青
年
会
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
日
帰

り
で
の
日
程
と
な
り
ま
し
た
が
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま

し
た
。
僧
堂
安
居
を
控
え
た
方
の
参
加
も
あ
り
、
本

年
度
は
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。�

　

本
年
度
も
既
に
半
ば
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
が
、
六
月
に
は
東
北
管
区
婦
人
会
研
修
会
が
本
県

婦
人
会
の
主
管
に
よ
り
鹿
角
市
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
東
北
各
県
婦
人
会
か
ら
三
百
名
を
越
え
る
参
加

を
い
た
だ
き
盛
会
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
地
元
教
区
を
始
め
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
方
に
は
紙
面
を
借
り
て
御
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。
第
一
回
の
仏
教
講
座
を
七
月
の
土
曜
日
開
催
と

し
て
、昨
年
同
様
禅
セ
ン
タ
ー
を
離
れ
、秋
田
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

準
備
し
た
席
も
ほ
ぼ
埋
ま
り
、
年
代
を
問
わ
ず
仏

教
法
話
に
対
す
る
関
心
が
高
い
こ
と
を
再
認
識
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
九
月
に
入
り
ま
し
て
、
現
職
研
修
会

が
百
九
十
名
を
越
え
る
参
加
者
を
集
め
、
秋
田
市
歓

喜
寺
様
を
会
場
に
一
泊
二
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
三
人
の
講
師
の
方
々
を
お
招
き
し
、
二
日
目

は
午
後
三
時
に
終
了
と
い
う
過
密
な
時
間
割
と
な
り

ま
し
た
が
、
多
数
の
参
加
者
が
最
後
ま
で
熱
心
に
受

講
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。�

　

七
月
に
は
、
県
内
各
地
で
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害

に
み
ま
わ
れ
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
九
月

に
は
大
仙
市
を
震
源
地
と
す
る
地
震
が
発
生
致
し
ま

し
た
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
は
、
心
か
ら
御
見

舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
一
日
も
早
い
復
旧
、

復
興
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。
全
国
的
に
局
地
的

な
豪
雨
が
頻
発
し
、
深
刻
な
被
害
が
報
告
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
自
然
災
害
は
予
想
も
難
し
く
、
事
前
の

対
策
も
後
手
に
回
り
が
ち
で
す
が
、
宗
務
所
と
し
て

も
迅
速
か
つ
柔
軟
な
対
応
を
心
が
け
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
御
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。�

三
年
目
の
秋
を
迎
え
て
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本
年
度
の
秋
田
県
宗
務
所
定
期
集
会
で
再
度
宗
務

所
護
持
会
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
課
題
を
抱
え
な
が
ら
、
そ
れ
が
解
決
は
な

か
な
か
難
し
く
、
忸
怩
た
る
思
い
が
あ
り
ま
す
が
、

み
ん
な
で
話
し
合
い
問
題
点
を
共
有
す
る
中
で
改
善

出
来
る
所
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
為
に
は
一
に
も
二
に
も
話
し
合
い
の
場
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
所
長
ご
老
師
始
め
宗
務
所
の

皆
さ
ん
か
ら
は
い
つ
も
前
向
き
に
対
応
し
て
頂
き
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導

の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
既
に
終
了
し
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
曹
洞
宗
宗
門
護
持
会
東
北
管
区
集
会

は
6
月
21
日
花
巻
温
泉
ホ
テ
ル
千
秋
閣
で
「
東
日
本

大
震
災
物
故
者
七
回
忌
法
要
～
と
も
に
願
い　

と
も

に
寄
り
添
い　

と
も
に
歩
む
～
」
を
テ
ー
マ
に
岩
手

県
宗
務
所
主
管
で
開
催
さ
れ
、
秋
田
か
ら
は
宗
務
所

長
老
師
は
じ
め
宗
務
所
の
皆
さ
ん
、各
教
区
長
老
師
、

各
護
持
会
長
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
研
修
会
は
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
に
よ
る
「
笑
顔
の
明

日
へ
」
と
題
し
た
復
興
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
が
岩
手

県
一
丸
と
な
っ
て
東
北
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
取
り

組
む
熱
意
を
肌
で
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
集
会
で
し
た
。

次
回
は
山
形
第
二
宗
務
所
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
秋
田
で
の
開
催
も
来
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
心
の
準
備
を
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

秋
田
県
宗
務
所
護
持
会
定
期
集
会
は
7
月
21
日
秋
田

県
宗
務
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
宝
御
和
讃
の
奉
詠

さ
れ
る
中
、
所
長
老
師
の
本
尊
上
供
で
始
ま
り
い
つ
も

と
は
一
味
違
う
雰
囲
気
が
会
場
を
覆
い
、
し
ば
し
清
々

し
い
気
持
ち
を
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

会
議
は
平
成
28
年
度
の
会
務
報
告
・
決
算
・
監
査

報
告
と
平
成
29
年
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
が
承
認

さ
れ
た
後
、
役
員
人
事
も
あ
り
、
私
が
会
長
に
再
選

さ
れ
た
ほ
か
、
副
会
長
に
佐
藤
隆
造
（
17
教
区
霊
仙

寺
護
持
会
長
）、
藤
原
徳
義
（
18
教
区
長
、
養
牛
寺
）、

監
事
に
佐
藤
清
廣
（
1
教
区
光
明
寺
護
持
会
長
）、

嵯
峨
宗
一
（
16
教
区
長
、
西
光
寺
）
の
各
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
又
2
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

研
修
会
は
野
村
証
券
金
融
公
共
公
益
法
人
部
の
塚

嵜
智
志
氏
に
よ
る
「
寺
院
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
と

検
討
課
題
」
と
題
し
た
講
演
で
「
世
代
間
の
継
承
が

出
来
な
く
な
り
寺
院
の
存
在
・
位
置
付
け
が
変
化
し

て
い
る
こ
と
、
祭
祀
儀
礼
の
あ
り
方
・
考
え
方
が
大

き
く
変
化
し
て
い
る
現
状
を
認
識
し
た
上
で
、
お
寺

を
人
の
集
ま
る
空
間
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
存
在
感

を
意
識
し
た
長
寿
社
会
の
課
題
に
対
応
す
る
新
し
い

お
寺
の
形
を
求
め
る
中
で
檀
信
徒
の
拡
大
が
図
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。」
と
、
具
体
的
な
方
向
性
を
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
大
き
な
行
事
は
檀
信
徒
本
山
研
修
会

で
す
。
今
年
は
永
平
寺
研
修
と
そ
の
後
の
京
都
観
光

で
す
。
県
内
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
と
一
緒
の
研
修
は
と

て
も
和
や
か
で
楽
し
く
、
意
見
交
換
の
場
と
し
て
も

と
て
も
有
意
義
で
す
。
今
回
は
前
回
休
館
日
で
見
ら

れ
な
か
っ
た
京
都
国
立
博
物
館
で
は
開
館
１
２
０
周

年
特
別
展
覧
会
も
開
催
さ
れ
て
お
り
楽
し
み
で
す
。

　

是
非
多
く
の
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

秋
田
県
宗
務
所
護
持
会
長
再
任
に
あ
た
っ
て

第
13
教
区
　
永
源
寺
護
持
会
長
　
大
　
淵
　
宏
　
道

第118号 平成29年９月30日（　）4曹洞宗秋田県宗務所所報



　

先
般
七
月
、
そ
し
て
八
月
お
盆
過
ぎ
の
豪
雨
に
よ

り
浸
水
被
害
、
農
業
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
衷

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
県

内
各
家
の
早
期
復
旧
、
住
民
の
心
労
が
癒
え
る
こ
と

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
長
泉
寺
住
職
中
村
卓
道
前
会
長
か
ら

バ
ト
ン
を
受
け
取
り
ま
し
た
、十
一
教
区
（
鹿
角
市
）

円
通
寺
住
職
菅
原
芳
徳
と
申
し
ま
す
。
身
に
余
る
重

責
で
あ
り
、
果
た
し
て
自
分
に
何
が
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
、
と
逡
巡
致
し
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
自
身
の
決

断
が
先
と
、
一
歩
踏
み
出
す
覚
悟
を
決
め
，
活
動
を

始
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

浅
学
非
才
は
も
と
よ
り
、
県
内
各
地
域
の
諸
事
情

に
疎
く
、
無
知
で
あ
る
た
め
関
係
各
位
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
や
も
し
れ
ま
せ
ん
。
県
内
諸
老
師
、
御

寺
族
様
各
位
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
と
ご
慈
愛
を
賜
り
な

が
ら
二
年
間
の
任
期
を
全
う
致
し
た
い
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
期
の
秋
曹
青
テ
ー
マ
を
「
出
家
を
問
う
」
と
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
私
は
在
家
の
身
で
あ
り
ま
し
た

所
、
得
度
の
ご
縁
を
頂
き
、
永
平
寺
に
安
居
す
る
と
、

出
家
在
家
の
方
問
わ
ず
、
皆
様
一
様
に
、
な
ん
で
お

坊
さ
ん
に
な
っ
た
の
と
質
問
を
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
最
初
は
、
修
行
の
場
に
身
を
置
く
こ
と
だ
け
の

事
し
か
考
え
て
お
ら
ず
，
お
坊
さ
ん
に
な
る
と
い
う

意
味
を
考
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

最
近
に
な
り
ふ
と
、
こ
れ
は
あ
る
意
味
、
あ
な
た

は
な
ぜ
、
僧
侶
と
い
う
生
き
方
を
し
て
い
る
の
か
、

自
身
を
問
い
質
し
な
さ
い
、
と
い
う
声
に
も
聞
こ
え

て
き
た
様
な
気
が
し
ま
す
。
六
月
に
開
催
し
ま
し
た

秋
曹
青
行
持
『
弁
道
会
』
に
お
い
て
、「
出
家
」
の

問
題
は
釈
尊
、
仏
祖
の
仏
伝
で
は
な
く
、
自
身
の
出

家
と
し
て
こ
の
問
題
を
考
え
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
、
己
の
意
義
を
見
い
だ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
発
言
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

我
々
僧
侶
を
見
る
目
と
い
う
の
は
、
社
会
状
況
の

進
展
に
合
わ
せ
，
年
々
多
様
化
が
す
す
ん
で
い
る
か

と
思
い
ま
す
。
複
数
の
選
択
肢
の
中
か
ら
具
体
的
に

必
要
と
さ
れ
る
僧
侶
が
選
ば
れ
る
時
代
に
入
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
二
年
間
が
会
員
諸
師
に
と
っ

て
（
私
自
身
も
で
す
が
）、
自
身
の
出
家
意
義
を
改

め
て
問
い
直
し
、
立
ち
位
置
を
確
認
し
、
社
会
か
ら

求
め
ら
れ
る
姿
、
己
の
目
指
す
べ
き
道
を
少
し
で
も

明
確
に
い
く
期
間
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

私
た
ち
は
仏
法
僧
の
三
宝
を
尊
ぶ
仏
教
徒
で
あ

り
、秋
田
県
曹
洞
宗
青
年
会
と
い
う
サ
ン
ガ
【
僧
伽
】

の
一
つ
の
形
態
で
あ
る
集
団
組
織
が
世
間
（
社
会
）

に
も
た
ら
す
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

歴
代
の
先
達
諸
老
師
方
が
築
か
れ
て
き
た
有
形
無

形
の
伝
燈
を
青
年
宗
侶
が
き
ち
ん
と
受
け
継
ぎ
、
少

し
で
も
社
会
の
平
安
、
安
寧
に
尽
く
せ
る
よ
う
精
進

し
て
参
り
ま
す
。�

合
掌

出
家
を
問
う

秋
田
県
曹
洞
宗
青
年
会�

会
長
　
菅
　
原
　
芳
　
徳
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平成28年度　曹洞宗秋田県宗務所事業報告
28 年 事　　業　　名 開催場所 備　考 参加人数

4 月 12 日 寺族会総会 宗務所 80

5 月
11 日 布教委員会 ･布教協議会 宗務所 55
15 日 所報第 114 号発行 予算報告　他

17 日〜 20 日 梅花流全国奉詠大会 富山市 市総合体育館 ･宗休 92

6 月

8 日 監査会 宗務所
13日〜 18日 特派布教巡回 管内 18 教場 特派布教師 3名 1,463
14 日 婦人会総会 宗務所 46

20 日〜 25日 梅花特派巡回 管内 18 教場 特派師範 3名 837
20 日 宗務所護持会総会 ビューホテル 32

29 日〜 30日 寺族会研修旅行 鎌倉 29

7 月 12 日 梅花流全県大会 宗務所 県民会館 812
29 日 通常所会（決算） 宗務所

8月
禅の集い 管内寺院

7日〜 21 日 宗務所休務 盆休み

9月
13 日〜 14 日 現職研修会 歓喜寺 192
15 日 所報 115 号発行
19 日 梅花検定会（県北地区）四級師範 ･三級詠範 ･三級教範まで受検可 56

10 月
6 日 宗務所寺族集会 宗務所 73
6 日 宗務所長杯野球大会 秋田市 向浜球場 中止

18 日〜 21 日 本山研修会 總持寺 宗務所休務 53

11 月
1 日 禅センター記念日
10 日 梅花検定会（中央 ･県南地区）四級師範 ･三級詠範 ･三級教範まで受検可 67
16 日 禅センター公開講座 ･禅センター設立集会 キャッスルホテル 235

12 月 25 日〜 1月 9日 宗務所休務
29 年

1 月
15 日 所報 116 号発行 新年号
24 日 宗務所梅花講役員会 宗務所 15

2 月
22 日 諮問委員会・災害対策委員会（午後）宗務所
22 日 宗務所梅花講講長会（午前） 宗務所 27

3 月 21 日 徒弟研修会 宗務所 10
24 日 通常所会（予算） 宗務所
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曹洞宗秋田県宗務所･禅センター　平成28年度 事業報告
【禅センター布教部･研修部･梅花部】

№ 平成 月　　日 開始時間 事業名 ･ 備考 参加人数
１

28 年

４月１日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時） 25
2 ５月13日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時） 22
3 ５月23日（月） 13 時 00 分 布教部 布教師養成講座 33
4 ６月３日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時） 29
5 ６月８日（水） 10 時 30 分 梅花部 宗務所講師等研修会 24
6 ７月１日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時） 20
7 ７月２日（土） 13 時 00 分 布教部 仏教講座①会場 : なかいち 50
8 ７月６日（水） 13 時 00 分 研修部 研修会① 11
9 ８月22日（月） 13 時 00 分 布教部 布教師養成講座（3 部会研修） 33
10 ９月２日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時） 25
11 ９月７日（水） 10 時 30 分 布教部 写経会 6
12 ９月７日（水） 13 時 00 分 布教部 仏教講座②（〜 16 時） 32
13 10月６日（木） 13 時 00 分 宗務所長杯野球大会 中止
14 10月７日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時） 15
15 10月12日（水）   9 時 00 分 布教部 仏教講座 ･ 野外研修 44
16 11月11日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時） 17
17 11月16日（水） 16 時 00 分 禅センター設立集会 40
18 11月16日（水） 13 時 00 分 研修部 公開講座（設立集会併催） 250
19 11月28日（月） 10 時 30 分 布教部 写経会 ７
20 11月28日（月） 13 時 00 分 布教部 仏教講座③（〜 16 時） 27
21 12月２日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時） 17
22

29 年

２月３日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時） 13
23 ２月10日（金） 13 時 00 分 研修部 布研修会② 41
24 ２月16日（木） 10 時 30 分 布教部 布教師養成講座 29
25 ３月３日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（〜 15 時） 28

平成28年度　東北管区事業報告
28 年 事　　業　　名 開催担当・会場 備　　　考

4 月 7 日 第 148 回禅を聞く会 楽楽楽ホール 元NHKアナ村上信夫先生
21 日 教化センター布教師連絡協議会 センター ニュー水戸屋

5月 6日〜 11 日 管区 40 周年記念事業祈りの道 センター サンルートプラザ福島

6月
1日 第 149 回禅を聞く会 楽楽楽ホール 駒女教授千葉公慈老師
2日 管区人権三者協議会 センター ホテルモントレー
28 日 宗務所連絡協議会 山形第一

7月
5日〜 6日 管区婦人会研修会 青森県 まかど温泉
21 日 第 46 回教化フォーラム センター メルパルク仙台
28 日 教化活動企画委員会 センター 楽楽楽ホール

8月 3日 第 150 回禅を聞く会 楽楽楽ホール 作家井沢元彦先生

9月
1日〜 2日 青少年教化指導者研修会 センター メルパルク仙台
6日〜 7日 管区寺族会 山形第 3 あつみ温泉
28 日 教化活動企画委員会 センター ホテルモントレ仙台

10 月
5 日〜 6日 管区布教講習会 ･検定無し 宮城県 メルパルク仙台
24 日〜 25 日 管区役職員人権啓発研修会 岩手県 ホテルシティプラザ北上
27 日 第 151 回禅を聞く会 楽楽楽ホール 大谷哲夫先生

11 月
9 日〜 10 日 青年会東北地方大会 管区共催 七回忌法要（仙台）
15 日 第 47 回教化フォーラム センター メルパルク仙台
16 日 センター布教師連絡協議会 センター 善寳寺

12 月 1 日 40 周年記念式典 ･第 152 回禅を聞く会 江陽グランドホテル 沖縄民謡 ･古謝美佐子
2日 宗議 ･宗務所連絡協議会 ( 予定 ) センター 楽楽楽ホール

29 年

2 月
1 日 第 153 回禅を聞く会 楽楽楽ホール 青山俊董老師
9日 教化活動企画委員会 センター ホテルモントレ仙台
21 日 教化活動推進委員会 センター ホテルモントレ仙台
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平成28年度　曹洞宗秋田県宗務所歳入歳出決算書

� （単位：円）

項　　　　　目 本年度予算額 本年度決算額 増　　　　減
歳　入　合　計 59,125,220 60,215,653 1,090,433
歳　出　合　計 59,125,220 46,005,755 △ 13,119,465
差　引　残　額 0 14,209,898 14,209,898

歳入の部
項　　　　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 説　　　　明

１　賦　課　金 41,551,960 41,387,160 △ 164,800

1. 寺 格 割 1,839,000 1,839,000 0 格地@引 0,000 × 24法地@5,000 × 317　准法地@2,000 × 7
2. 級 階 割 35,996,960 35,924,160 △ 72,800 449,052 点× 80 円

3. 教 師 割 3,716,000 3,624,000 △ 92,000

大教師@42,000 × 5 名
権大教師@30,000 × 60 名
正教師@6,000 × 157 名
一等教師@3000 × 136 名（一等教師補含む）
二等教師@2,000 × 132 名

２　手　　数　　料 2,000,000 2,016,400 16,400

1. 手 数 料 2,000,000 2,016,400 16,400 各種申請手数料　宗務所義財金　梅花義財金
３　補　　助　　金 700,000 1,210,856 510,856

1. 補 助 金 700,000 1,210,856 510,856 本庁事業補助　事務補助　管区補助梅花補助　教化補助　現職研修会補助　他
４　諸　　収　　入 2,800,000 3,527,977 727,977

1. 諸 収 入 2,800,000 3,527,977 727,977

現 職 研 修 会 受 講 料 @7,000 × 192 名
=1,344,000　梅花検定料@3,000 × 123 名
=369,0000
梅花奉詠大会参加料 @2,000 × 715 名
=1,430,000　預貯金受取利息 213
大遠忌局 329,400　その他

５　繰　越　金 12,073,260 12,073,260 0

1. 繰 越 金 12,073,260 12,073,260 0
歳　入　合　計 59,125,220 60,215,653 1,090,433

一金　60,215,653 円　平成 28 年度歳入決算額
一金　46,005,755 円　平成 28 年度歳出決算額
一金　14,209,898 円　差引残額　　　　　　　

平成 29 年７月 31 日
曹洞宗秋田県宗務所　所長　越　姓　玄　悦
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項　　　　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 説　　　　　　　　　　　　　明
１. 人　件　費 16,540,000 16,581,460 41,460

1. 役職員手当 5,040,000 5,040,000 0 ＠ 70,000 × 6 名× 12 ヶ月
2. 書記手当 1,680,000 1,680,000 0 ＠ 70,000 × 2 名× 12 ヶ月
3. 傭 人 費 　200,000 　182,480 △ 17,520 ワックス 1回ガラス拭き所内清掃等

4. 旅　 費 4,000,000 4,060,980 60,980
管区宗連　教化センター　本庁　各種講
演会本山研修会
梅花流全国大会管区主催震災 7回忌法要
祈りの道他

5. 費用弁償 4,500,000 4,498,000 △ 2,000
所長 8,000　副所長 7,000
教化 7,000　庶務 8,000　梅花 5,000
人権 4,000　明石書記3,000　佐藤書記8,000

6. 期末手当 1,120,000 1,120,000 0 @70,000 × 2 × 8 名
２. 事　務　費 4,280,000 3,391,474 △ 888,526

1. 備 品 費 450,000 392,355 △ 57,645 書籍　事務機器　照明器具　他
2. 通 信 費 1,000,000 752,124 △ 247,876 電話料　郵便料　配送料　他
3. 印 刷 費 600,000 497,880 △ 102,120 封筒　賞状　他
4. 消耗品費 500,000 299,417 △ 200,583 雑貨　事務用品　他

5. リース料 630,000 599,500 △ 30,500 コピー機 ･電話機 ･ＯＡ機器リース料 ･フレッツジャパン月額　等
6. 広 報 費 1,100,000 850,198 △ 249,802 宗務所所報 3回発行

３. 管　理　費 2,750,000 2,540,535 △ 209,465

1. 維 持 費 700,000 684,002 △ 15,998 保険料　清掃費　浄化槽管理料警備保障　他
2. 地　 代 250,000 250,000 0 天徳寺様借地代

3. 営 繕 費 1,000,000 867,520 △ 132,480 玄関ポーチ改修工事　アンテナ修理エアコン ･LED取り換え工事
4. 光 熱 費 800,000 739,013 △ 60,987 電気　ガス　水道　灯油　他

４. 会　議　費 1,300,000 916,280 △ 383,720

1. 所　 会 1,100,000 838,280 △ 261,720 所会 2回
2. 委 員 会 200,000 78,000 △ 122,000 監査 1回　諮問 1回　災害対策協議会

５. 事　業　費 9,700,000 7,272,634 △2,427,366

1. 事 業 費 2,150,000 1,323,498 △ 826,502 現職研修 789,302　本山研修 375,392寺族集会 90,000　徒弟研修 68,804

2. 布教伝道費 1,000,000 　837,320 △ 162,680
特派教場＠ 20,000 × 18
特派布教師送迎費 237,320
宗務所布教師・会場補助 240,000

3. 梅 花 費 5,200,000 4,126,350 △ 1,073,650

梅花特派教場補助＠ 20,000 × 18 教場　
梅花全県奉詠大会 1,727,509
役員会 ･講長会 201,640
検定会 508,460　師範会 700,000
一泊研修会 100,000
特派師範送迎費 250,130
梅花養成所 73,200 他

4. 教 化 費 　650,000 466,780 △ 183,220
布教委員会 ･布教協議会 299,780
管区寺族会負担金 50,000
禅の友（一年間）　書籍代　等

5. 慰 問 費 100,000 　60,000 　△ 40,000 住職永年勤続 50 年 ･60 年祝膳料（50 年表彰　2師）
6.�人権擁護
推進費 600,000 458,686 △ 141,314 全国人権研修会　書籍　資料　管区人権啓発研修会　他

歳出の部
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項　　　　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 説　　　　　　　　　　　　　明
６. 禅センター事業費 2,450,000 1,916,025 △ 533,975

1. 会 議 費 200,000 38,895 △ 161,105 総務部会議費　各委員会
2. 布教部費 700,000 578,721 △ 121,279 仏教講座　写経会　布教師養成講座
3. 研修部費 600,000 537,394 　△ 62,606 各種研修会
4. 梅花部費 450,000 359,620 　△ 90,380 梅花流講習会
5. 運 用 費 500,000 401,395 　△ 98,605 備品等

７. 補　助　費 7,658,000 7,596,716 △ 61,284

1. 事務補助 4,200,000 4,138,716 △ 61,284 所費の 10%各教区へ
2. 事業補助 　348,000 　348,000 　　　　0 教区主催現職研修会 ･寺族研修会補助金
3.所護持会補助 　700,000 　700,000 　　　　0 宗務所護持会 700,000
4. 禅の集い 　800,000 　800,000 　　　　0 教区 ･寺院開催補助金

5. 教化団補助 1,610,000 1,610,000 　　　　0
保護司 200,000　曹青会 500,000
寺族会 350,000　尼僧団 100,000
婦人会 300,000　教誨師 60,000
布教師の会 100,000

８. 表　彰　費 200,000 238,249 38,249

1. 表 彰 費 200,000 238,249 38,249 住職勤続・寺族表彰　記念品代
９. 慶　弔　費 2,400,100 1,080,000 △1,320,100

1. 慶 弔 費 　400,000 280,000 △ 120,000 結制・落慶　本葬　等
2. 本山慶弔費 　　　100 　　　0 　　△ 100 両本山慶弔会　等

3. 弔 慰 金 2,000,000 800,000 △ 1,200,000 管内寺院住職 ･東堂 100,000 × 6 名寺族 50,000 × 4 名
10. 負　担　金 539,400 539,400 0

1. 全国所長会 156,600 156,600 　　0 348 ヶ寺×＠ 350全国所長会災害援護金 348 ヶ寺×＠ 100
2. 布教助成費 208,800 208,800 　　0 348 ヶ寺×＠ 600
3. 管 区 費 174,000 174,000 　　0 348 ヶ寺×＠ 500

11. 交　際　費 400,000 146,257 △ 253,743

1. 交 際 費 400,000 146,257 △ 253,743
12. 食　糧　費 1,150,000 1,007,886 △ 142,114

1. 所会食糧費 600,000 582,595 △ 17,405 通常所会 2回
2. 委員会食費 　50,000 　2,596 △ 47,404 監査会（1）　諮問委員会（1）
3. 所内食糧費 500,000 422,695 △ 77,305

13. 財政調整費 9,294,220 2,622,040 △6,672,180

1. 災害見舞金 2,000,000 　　　　0 △ 2,000,000
2. 記念品代 1,200,000 　　　　0 △ 1,200,000

3. 財政調整金 5,094,220 1,622,040 △ 3,472,180 設備費　２Fエアコン 1,472,040熊本地震災害見舞金 150,000
4.基本金繰出金 1,000,000 1,000,000 0

14. 選　挙　費 300 0 △ 300

1. 副 貫 首 100 0 △ 100
2. 宗務所長 100 0 △ 100
3. 宗会議員 100 0 △ 100

15. 雑　　　費 163,200 156,799 △ 6,401

1 . 雑 費 163,200 156,799 △ 6,401 町内会費　新聞購読料　置き薬　他
16. 予　備　費 300,000 0 △ 300,000

1. 予 備 費 300,000 0 △ 300,000
歳　出　合　計 59,125,220 46,005,755 △13,119,465
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項　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比　較　増　減
歳　出　合　計 59,125,220 46,005,755 △ 13,119,465

平成28年度　曹洞宗秋田県宗務所歳入歳出剰余金処分
�歳　入　合　計　　60,215,653 円
�歳　出　合　計　　46,005,755 円�
�差　引　残　高　　14,209,898 円

上記剰余金を下記の通り処分する。
記

金　14,209,898 円を平成 29 年度会計に繰り入れる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

平成29年度　曹洞宗秋田県宗務所補正予算
歳入の部

項　　　　　　目 当初予算額 補正予算額 現計予算額 説　　　　明
5　繰　　越　　金 10,903,040 3,306,858 14,209,898

1. 繰 越 金 103,306,858 3,306,858 14,209,898 前年度繰越金
歳　入　合　計 57,970,000 3,306,858 61,276,858

歳出の部
項　　　　　目 当初予算額 補正予算額 現計予算額 説　　　　明

７ 　補　助　費 8,658,000 200,000 8,858,000

3.所護持会補助 700,000 200,000 900,000 管区集会本庁補助減額により
13　財政調整費 7,020,000 3,106,858 10,126,858

3.財政調整金 2,220,000 3,106,858 5,326,858
歳　出　合　計 57,970,000 3,306,858 576,276,858

平成28年度  宗務所基本金積立会計報告
（将来の宗務所改築のための積立）

積　立　金　　　17,557,363円　次年度へ繰越

項　目 金　　　額 付　記
前年度繰越額 16,555,397
一般会計繰入金 1,000,000
雑　　　　収 1,966 預金利息
合　　　　計 17,557,363
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本
年
二
十
九
年
度
、
初
め
て
の
巡
回
地

と
な
っ
た
の
が
、
こ
こ
秋
田
県
の
地
で
あ

り
ま
し
た
。
さ
て
さ
て
、
ど
の
よ
う
な
お

方
達
と
出
会
え
る
か
が
楽
し
み
で
も
あ
り

ま
し
た
ね
。

　

ま
ず
は
、
何
を
申
し
上
げ
て
も
、
宗
務

所
長
様
は
じ
め
宗
務
所
各
役
職
員
さ
ま
、

並
び
に
、
各
教
区
長
様
・
当
該
ご
寺
院
さ

ま
、
そ
し
て
巡
回
に
携
わ
っ
て
頂
き
ま
し

た
す
べ
て
の
諸
老
師
さ
ま
、
ご
寺
族
様
に

は
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

巡
回
中
、
各
教
区
長
の
護
持
会
役
員
さ

ま
、
そ
し
て
檀
信
徒
の
皆
様
が
、
熱
心
に

お
話
を
聞
い
て
下
さ
り
、
ホ
ン
の
少
し
の

笑
い
の
中
に
頷
き
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
、

そ
れ
は
も
う
、
私
の
何
よ
り
の
悦
び
で

あ
っ
た
こ
と
に
間
違
い
な
い
の
で
す
。

　

本
年
度
も
「
四
摂
法
」
の
み
教
え
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
同
事
」
を
檀
信
徒
様
に
語

ら
せ
て
頂
き
、
共
に
学
べ
た
よ
う
に
思
う

の
で
す
。

　

た
だ
、
い
つ
も
、
高
い
処
か
ら
語
ら
し

て
頂
い
て
は
い
る
も
の
の
、
何
ら
檀
信
徒

様
と
同
じ
身
丈
、
視
線
で
あ
れ
と
、
い
つ

も
願
い
思
っ
て
い
ま
す
。

　

巡
回
中
、
久
し
ぶ
り
に
連
泊
と
な
っ
た

宿
、「
川
ど
こ　

べ
ら
ぼ
う
」
で
の
こ
と
、

少
し
聞
い
て
頂
き
ま
す
ね
。

　

そ
こ
の
女
将
さ
ん
、
中
々
チ
ャ
キ
チ
ャ

キ
と
し
た
お
方
で
、
歯
に
衣
を
着
せ
な
い

と
言
う
か
、
と
て
も
ラ
フ
な
雰
囲
気
を
醸

し
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
ス
ー
ッ
と

懐
に
入
っ
て
行
け
る
、
そ
ん
な
感
じ
で
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
二
日
間
、
こ
こ
北
秋
田
の
地
元
の

こ
と
、
目
の
前
に
見
え
る
世
界
遺
産
の
こ

と
…
そ
し
て
、
女
将
さ
ん
家
族
の
こ
と

等
々
。

　

そ
れ
は
、
ま
る
で
遠
く
離
れ
た
親
戚

じ
ゃ
な
い
か
と
勘
違
い
す
る
く
ら
い
、
旅

人
の
私
の
気
持
ち
を
と
て
も
楽
に
、
そ
し

て
心
豊
か
に
し
て
下
さ
っ
た
訳
で
あ
り
ま

す
。

　

管
長
様
の
示
さ
れ
た
「
と
も
に
寄
り
添

い　

共
に
歩
む
」
の
自
他
一
如
の
み
教
え

が
此
処
に
も
息
づ
い
て
い
た
の
で
す
。

　

こ
と
、
仏
教
の
み
教
え
と
言
う
と
、
遠

い
と
こ
ろ
の
存
在
、
壁
を
隔
て
た
余
所
の

話
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
り
ま
す
。
で
も
決

し
て
そ
う
じ
ゃ
な
い
っ
て
こ
と
。ど
う
か
、

皆
さ
ん
の
足
元
に
あ
る
こ
と
解
っ
て
頂
き

た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
秋
田
の
皆
様
方
と
善
き
時
間

を
共
に
出
来
ま
し
た
こ
と
、
こ
こ
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
、
御
礼
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

合
掌

特
派
布
教
師
・
梅
花
特
派
師
範
か
ら
の
お
便
り

特
派
巡
回
を
終
え
て

高
知
県　

浄
貞
寺
住
職　

伊
藤　

正
賢

　

平
成
二
十
二
年
に
特
派
巡
回
さ
せ
て
頂

き
、
今
回
二
度
目
の
特
派
布
教
の
、
ご
法

縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

五
月
十
二
日
、
布
教
委
員
会
に
出
席
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
宗
務
所
役
職
員
は
じ

め
教
区
長
の
皆
様
と
親
し
く
巡
回
の
打
ち

合
わ
せ
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
と
て
も
有

り
難
い
こ
と
で
し
た
。

　

月
が
か
わ
り
、
六
月
四
日
、
夕
方
秋
田

空
港
に
無
事
着
く
こ
と
が
出
来
ほ
っ
と
致

再
び
秋
田
の
地
に
ご
縁
を
頂
い
て

宮
崎
県　

普
門
寺
住
職　

吉
井　

泰
俊

教
区

月　
　

日

教　

場

18
教
区

6
月
5
日
㈪

全
應
寺

11
教
区

6
月
6
日
㈫

吉
祥
院

9
教
区

6
月
8
日
㈭

楞
厳
院

13
教
区

6
月
9
日
㈮

永
源
寺

2
教
区

6
月
10
日
㈯

鷲
林
寺

第118号 平成29年９月30日（　）12曹洞宗秋田県宗務所所報



し
ま
し
た
。
そ
の
日
は
、
雨
が
降
り
寒
い

日
で
し
た
が
、
教
化
主
事
様
が
迎
え
に
来

て
下
さ
り
安
心
し
て
巡
回
を
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

六
月
五
日
、
秋
田
市
に
入
り
、
そ
こ
か

ら
大
仙
市
・
由
利
本
荘
市
・
に
か
ほ
市
の

コ
ー
ス
で
の
巡
回
と
な
り
ま
し
た
。

　

田
園
の
中
を
タ
ク
シ
ー
で
回
り
な
が

ら
、
秋
田
富
士
と
い
わ
れ
る
鳥
海
山
の
山

頂
の
残
雪
の
眺
め
は
、
と
て
も
す
ば
ら
し

い
も
の
で
し
た
。

　

奥
羽
山
脈
の
雪
解
け
水
に
よ
っ
て
育
ま

れ
た
豊
か
な
自
然
と
大
地
、
田
植
え
の

終
っ
た
水
田
、
そ
し
て
秋
田
杉
の
美
し
さ

を
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
大
根
を
い
ぶ
し
て
漬
け
こ
ん

だ
「
い
ぶ
り
が
っ
こ
」「
き
り
た
ん
ぽ
」

そ
し
て
、
お
い
し
い
お
米
や
お
酒
な
ど
、

秋
田
の
豊
か
な
食
文
化
を
味
わ
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
派
布
教
で
は
、「
同
事
～
い

の
ち
を
慈
し
む
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
布
衍

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
管
長
さ
ま

の
お
言
葉
を
通
し
て
、
そ
の
御
心
を
伝
え

る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。
そ
の
中
で
気

づ
い
た
こ
と
は
、
一
人
ひ
と
り
の
悲
し
み

や
苦
し
み
、
あ
る
い
は
喜
び
を
分
か
ち
合

い
支
え
合
う
「
同
苦
」「
同
悲
」
の
生
き

方
の
大
切
さ
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、「
人

権
、
平
和
、
環
境
」
の
曹
洞
宗
教
化
の
根

本
に
重
な
り
、
か
け
が
え
の
な
い
一
人
ひ

と
り
の
い
の
ち
を
慈
し
む
同
事
の
生
き
方

な
の
だ
と
の
思
い
で
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
十
分
と
は
い
え
ず
、
反
省
点

も
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

各
巡
回
の
会
場
で
は
、
会
場
主
様
、
教

区
長
様
は
じ
め
、
寺
院
住
職
、
御
寺
族
様
、

総
代
役
員
、
檀
信
徒
の
皆
様
の
暖
か
い
ご

配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
、
巡
回
を
終
え
、
し
み
じ
み
思
い

ま
す
こ
と
は
、
誠
に
得
難
き
勝
縁
に
預
か

り
、
た
だ
た
だ
感
謝
の
気
持
ち
一
杯
で
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
一
段
と
精

進
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
縁
を
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
様
の
ご

健
勝
を
、
遠
く
宮
崎
の
地
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

合
掌

　

今
年
度
、
六
月
五
日
よ
り
十
日
ま
で
の

六
日
間
の
日
程
で
、
秋
田
県
宗
務
所
管
内

を
特
派
布
教
巡
回
さ
せ
て
頂
く
ご
縁
を
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
。
巡
回
に
際
し
て
、
秋

田
県
宗
務
所
長
老
師
は
じ
め
宗
務
所
職
員

老
師
、
各
教
区
長
老
師
、
教
場
主
老
師
、

檀
信
徒
の
皆
様
に
は
、
ご
法
愛
、
ご
厚
情

を
賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
派
布
教
で
は
「
同
事
―
慈
心
豊
か
に

生
き
る
―
」
と
題
し
て
、
四
摂
法
の
「
同

事
」
を
中
心
に
法
話
を
つ
と
め
ま
し
た
。

共
に
支
え
あ
う
同
悲
同
苦
の
生
き
方
、
互

い
の
間
に
垣
根
を
つ
く
ら
な
い
和
合
の
生

き
方
が
「
同
事
」
と
い
う
教
え
で
す
。

　

私
達
は
誰
し
も
、
自
分
が
か
わ
い
い
の

で
す
。
突
き
詰
め
る
な
ら
ば
自
分
が
一
番

愛
し
い
の
で
す
。
だ
か
ら
、
私
達
は
自
分

の
意
に
合
わ
な
か
っ
た
り
都
合
が
悪
く
な

る
と
、
一
番
か
わ
い
い
自
分
を
守
る
た
め

に
、
相
手
を
見
る
こ
と
を
せ
ず
、
時
に
攻

撃
的
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
相
手
に
向

か
っ
て
、
心
を
え
ぐ
る
様
な
言
葉
や
態

度
、
あ
た
か
も
鋭
く
と
が
っ
た
ナ
イ
フ
の

よ
う
な
も
の
を
突
き
つ
け
た
り
す
る
わ
け

で
す
。
し
か
し
、
向
け
ら
れ
た
相
手
も
か

わ
い
い
自
分
を
守
る
た
め
に
、
同
じ
よ
う

に
と
が
っ
た
ナ
イ
フ
で
そ
れ
に
応
じ
よ
う

と
し
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
と
が
っ
た
鋭

い
刃
で
お
互
い
が
、
と
め
ど
な
く
傷
つ
け

あ
い
必
ず
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
大
怪
我

を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
小
さ
な
口

喧
嘩
か
ら
戦
争
に
至
る
ま
で　

こ
の
世
の

中
の
、
様
々
な
争
い
の
姿
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
す
。

　

し
か
し
、
お
互
い
が
か
わ
い
い
自
分
を

守
る
た
め
だ
け
の
こ
の
争
い
に
身
を
投
じ

て
い
る
限
り
、
私
達
に
や
す
ら
ぎ
や
安
心

が
訪
れ
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ゆ
え
、
今
私
達
が
求
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、自
分
の
事
だ
け
を
考
え
て
、

相
手
に
刃
を
向
け
続
け
人
と
人
が
背
中
合

わ
せ
に
な
る
生
き
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

互
い
が
互
い
の
幸
せ
を
願
い　

そ
の
実
現

に
共
に
力
を
尽
く
し
あ
う
生
き
方
が
大
切

な
の
で
す
。
そ
の
生
き
方
が
「
同
事
」
と

い
う
教
え
の
実
践
で
す

　

私
達
の
生
き
る
現
代
社
会
に
は
、
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
深
刻
な
問
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
問
題
を
解
決
す

る
方
法
は
単
純
で
は
な
い
こ
と
は
承
知
し

教
区

月　
　

日

教　

場

1
教
区

6
月
5
日
㈪

白
馬
寺

12
教
区

6
月
6
日
㈫

満
蔵
寺

7
教
区

6
月
7
日
㈬

常
泉
寺

3
教
区

6
月
8
日
㈭

泉
流
寺

4
教
区

6
月
9
日
㈮

永
傳
寺

14
教
区

6
月
10
日
㈯

龍
雲
寺

特
派
巡
回
を
終
え
て

富
山
県　

林
洞
寺
住
職　

倉
田　

豊
彰
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す
。私
た
ち
の
日
常
で　

慈
心
豊
か
に「
同

事
」
の
生
き
方
を
実
現
し
て
参
り
ま
し
ょ

う
。

　

末
筆
な
が
ら
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
益
々

の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

ご
法
愛
の
恩
に
報
い
る
更
な
る
自
身
の
仏

道
精
進
を
誓
い
、
感
謝
の
言
葉
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

合　

掌

て
い
る
つ
も
り
で
す
。
し
か
し
、
一
人
一

人
は
違
っ
て
も
、
す
べ
て
が
網
の
目
の
よ

う
に
関
わ
り
合
っ
て
存
在
す
る
と
い
う
縁

起
観
の
中
で
、
私
達
の
命
は
つ
な
が
り

あ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
つ
な
が
り
の
糸
は

慈
悲
で
あ
り
、
互
い
を
認
め
合
い
喜
び
も

悲
し
み
も
受
け
止
め
あ
い
な
が
ら
支
え

あ
っ
て
生
き
る
「
同
事
」
の
実
践
こ
そ
が
、

私
達
の
抱
え
る
問
題
解
決
の
道
、
安
心
安

楽
世
界
の
実
現
の
柱
と
な
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
こ
と
で
あ
る
と
確
信
し
ま
す
。
私

一
人
の
力
は
小
さ
い
け
れ
ど
、
ま
ず
私
か

ら
始
め
な
け
れ
ば
何
も
変
わ
ら
な
い
の
で

　

こ
の
度
、
秋
田
県
宗
務
所
管
内
梅
花
流

特
派
巡
回
に
お
き
ま
し
て
は
、
宗
務
所
長

老
師
は
じ
め
役
職
、
教
区
御
寺
院
、
各
教

場
、
師
範
詠
範
の
会
、
檀
信
徒
講
員
の
皆

様
よ
り
御
法
愛
、
御
教
導
を
賜
り
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

六
月
十
一
日
、
佐
賀
空
港
か
ら
羽
田
を

経
由
し
秋
田
空
港
へ
降
り
立
ち
、
九
州
よ

り
気
温
が
十
度
も
低
く
、
涼
し
さ
と
共
に

緊
張
と
不
安
を
抱
く
中
、
管
内
皆
様
に
温

か
く
お
迎
え
頂
き
ま
し
た
。

　

初
日
、宗
務
所
禅
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

師
範
詠
範
対
象
の
講
習
で
、
そ
の
参
加
人

数
と
真
剣
な
眼
差
し
、
真
摯
な
姿
勢
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
は
上
級
、
午
後
は

初
級
を
担
当
さ
せ
て
頂
い
た
中
で
、
上
級

の
先
生
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
階
に
応
じ

て
寄
り
添
い
、
温
か
い
言
葉
を
か
け
ら
れ

る
お
姿
に
感
服
し
、
指
導
者
の
あ
る
べ
き

姿
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
習
は
、
十
八
教
区
宝
勝
寺
様
と
洞
雲

寺
様
、
十
一
教
区
延
命
寺
様
、
九
教
区
徳

昌
寺
様
と
龍
江
寺
様
を
教
場
に
担
当
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
御
和
讃
か
ら
御
詠
歌
を

続
け
て
の
お
唱
え
で
難
し
い
中
、
音
程
と

拍
の
正
確
で
あ
る
事
、
曲
想
も
表
現
さ
れ

て
い
る
事
に
日
々
研
鑽
の
成
果
を
見
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
作
法
、
所
作
で
は
、
分

か
り
や
す
く
お
伝
え
し
た
い
と
の
思
い
か

ら
製
作
し
た
、
倍
以
上
あ
る
大
き
い
法
具

を
持
参
し
た
事
を
拍
手
喝
采
、
と
て
も
喜

ん
で
頂
き
ま
し
た
。
歌
詞
解
説
で
は
、
私

自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
て
お
伝
え
し
、
笑

い
あ
り
涙
あ
り
。
そ
し
て
、
僅
か
な
御
縁

で
も
大
切
に
さ
れ
、
家
族
の
よ
う
に
接
し

て
頂
い
た
お
姿
。
そ
れ
ぞ
れ
の
温
か
い
お

姿
に
導
か
れ
、
楽
し
い
時
間
を
共
に
過
ご

し
た
事
が
何
よ
り
の
宝
物
と
な
り
ま
し

た
。
こ
ん
な
私
に
で
も
寄
り
添
っ
て
下
さ

る
沢
山
の
命
に
感
謝
す
る
と
同
時
に
、
特

別
な
事
で
は
な
い
、
人
を
思
い
や
る
日
頃

の
何
気
な
い
姿
、言
葉
が
人
を
生
か
す「
み

ほ
と
け
の
姿
」
で
あ
る
と
感
得
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
落
ち
込

ん
で
し
ま
う
時
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
巡
回
か
ら
戻
り
ま
す
と
、
改
め
て

温
か
い
お
導
き
に
支
え
ら
れ
生
か
さ
れ
て

い
る
事
を
実
感
し
、
恩
返
し
の
生
き
方
を

見
据
え
る
事
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
梅
花

み
ほ
と
け
の
姿
に
導
か
れ
て

佐
賀
県　

東
光
寺
住
職　

丸
田　

祥
寛

教
区

月　
　

日

教　

場

17
教
区

6
月
5
日
㈪

霊
仙
寺

6
教
区

6
月
6
日
㈫

春
光
寺

16
教
区

6
月
7
日
㈬

曹
渓
寺

15
教
区

6
月
8
日
㈭

龍
泉
寺

5
教
区

6
月
9
日
㈮

清
凉
寺

8
教
区

6
月
10
日
㈯

常
光
院
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流
を
通
じ
て
の
有
難
い
御
法
縁
で
あ
り
ま

す
。
秋
田
県
と
佐
賀
県
遠
く
離
れ
、生
活
、

想
い
も
違
い
は
あ
る
け
れ
ど
、
梅
花
流
を

通
じ
て
心
は
一
つ
。
仏
道
を
学
び
、
仏
祖

に
親
し
み
、
報
恩
の
営
み
、
同
行
同
修
の

悦
び
を
分
か
ち
、
日
々
の
研
鑽
を
誓
い
合

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
次
回
、
明
る
く
元
気

に
お
会
い
で
き
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　
「
み
ほ
と
け
は
野
に
も
山
に
も
わ
が
身

に
も
」

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
管
内
皆
様
の

御
法
身
堅
固
、
福
寿
無
量
を
御
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

合
掌

　

こ
の
度
、
有
り
難
い
御
法
縁
を
賜
り
、

秋
田
県
宗
務
所
様
管
内
の
六
教
場
に
お
伺

い
致
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
初
め
て
巡
回
を
任
ぜ
ら
れ
た

私
は
こ
の
数
か
月
、
短
い
人
生
で
最
も
厳

し
い
重
圧
を
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の

重
圧
を
取
り
除
き
、
緊
張
を
和
ら
げ
、
大

き
な
力
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
宗

務
所
長
老
師
を
は
じ
め
梅
花
主
事
老
師
、

宗
務
所
各
役
職
員
老
師
、
教
区
長
老
師
並

び
に
会
場
主
老
師
、
管
内
師
範
詠
範
の
皆

様
、
そ
し
て
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
梅
花
講

員
の
皆
様
の
温
か
い
御
法
愛
で
し
た
。
こ

こ
に
衷
心
よ
り
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

巡
回
初
日
は
宗
務
所
禅
セ
ン
タ
ー
に
て

師
範
・
詠
範
様
方
の
講
習
で
し
た
。
梅
花

の
講
習
が
三
回
目
の
方
々
を
受
け
持
た
せ

て
頂
き
ま
し
た
が
、
皆
様
大
変
に
覚
え
が

早
く
、
非
常
に
驚
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
か
ら
は
、
大
仙
市
か
ら
始
ま
り

主
に
県
の
北
部
を
巡
回
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
山
の
緑
は
滴
る
程
濃
く
、
川
は
滔
々

と
流
れ
、海
に
出
れ
ば
ど
こ
ま
で
も
広
く
、

秋
田
の
自
然
の
雄
大
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

巡
回
を
通
し
て
強
く
感
じ
た
こ
と
は
、

皆
様
の
、
詠
讃
歌
を
行
ず
る
際
の
、
行
い

の
確
か
さ
で
す
。
例
え
ば
詠
唱
で
、
音
程

が
下
が
り
易
い
箇
所
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

こ
を
正
し
い
音
程
で
き
ち
ん
お
唱
え
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
講
員
様
に
伺
う
と
、
そ
の

様
な
曲
の
難
所
は
、
先
生
が
、
繰
り
返
し
、

親
身
に
な
っ
て
、
出
来
る
様
に
な
る
ま
で

教
え
て
く
だ
さ
る
と
の
こ
と
。
禅
セ
ン

タ
ー
で
数
多
く
の
講
習
会
が
催
さ
れ
、
と

こ
と
ん
唱
え
込
み
を
さ
れ
た
先
生
が
、
懇

切
丁
寧
に
ご
指
導
さ
れ
る
。
そ
の
確
か
さ

は
、
基
本
の
繰
り
返
し
・
継
続
に
あ
る
の

だ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
あ
る
処
で
は
、「
我
が
お
寺
の
ご

詠
歌
」
の
講
習
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

お
話
に
よ
る
と
、
こ
の
御
地
で
は
、
ひ
と

昔
前
に
作
ら
れ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
寺
の

ご
詠
歌
が
あ
り
、
そ
の
歌
で
お
寺
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
に
私
は
目
を
見
開

か
さ
れ
ま
し
た
。「
我
が
お
寺
の
ご
詠
歌
」

に
よ
っ
て
、
お
寺
は
盛
り
上
が
り
、
梅
花

流
も
盛
ん
に
な
り
、
ひ
い
て
は
我
が
宗
の

隆
盛
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
嬉
し
く
、
有
り
難

か
っ
た
こ
と
が
、
皆
様
の
優
し
さ
、
温

か
さ
で
し
た
。
ま
だ
要
領
を
得
ず
、
ま

ご
つ
く
私
を
、
父
の
様
に
母
の
様
に
、

お
導
き
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
御
法

情
を
頂
戴
し
な
け
れ
ば
、
曲
が
り
な
り

に
も
巡
回
を
円
成
さ
せ
て
頂
く
こ
と
は
、

到
底
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
度
の
巡
回
で
は
、
自
身
の
全
て
を

出
し
た
つ
も
り
で
す
が
、
顧
み
れ
ば
、
皆

様
の
お
役
に
ほ
ん
の
僅
か
で
も
立
て
た
の

だ
ろ
う
か
と
自
問
自
答
し
、
反
省
し
き
り

の
毎
日
で
す
。
こ
の
貴
重
な
御
縁
を
今
後

の
糧
と
し
、
更
に
精
進
を
重
ね
て
い
く
所

存
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
秋
田
県
宗
務

所
管
内
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
、
管
内

梅
花
流
の
愈
々
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上

げ
、
巡
回
の
御
礼
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

教
区

月　
　

日

教　

場

師
範
・

詠
範
の
会

6
月
12
日
㈪
宗
務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー

18
教
区

6
月
13
日
㈫

宝
勝
寺

18
教
区

6
月
14
日
㈬

洞
雲
寺

11
教
区

6
月
15
日
㈭

延
命
寺

9
教
区

6
月
16
日
㈮

徳
昌
寺

9
教
区

6
月
17
日
㈯

龍
江
寺

初
め
て
の
巡
回
を
終
え
て

愛
知
県　

松
秀
寺
住
職　

則
武　

大
輔

教
区

月　
　

日

教　

場

師
範
・

詠
範
の
会

6
月
12
日
㈪
宗
務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー

7
・
8
・
17
教
区

6
月
13
日
㈫

太
寧
寺

5
・
6
・
15
・
16
教
区

6
月
14
日
㈬

大
慈
寺

2
教
区

6
月
15
日
㈭

長
福
寺

13
教
区

6
月
16
日
㈮

瀧
川
寺

10
教
区

6
月
17
日
㈯

龍
淵
寺
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今
年
度
の
布
教
委
員
会
・
布
教
協
議
会

は
、
五
月
十
二
日
（
金
）
午
前
十
時
半
よ

り
宗
務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

先
ず
、
布
教
委
員
会
は
、
宗
務
所
参
与
、

教
区
長
、
教
誨
師
、
特
派
布
教
師
、
東
北

教
化
セ
ン
タ
ー
布
教
師
、
宗
務
所
布
教

師
、
梅
花
特
派
師
範
、
宗
務
所
梅
花
講
師
、

青
少
年
教
化
員
を
対
象
と
し
て
、
開
催
さ

れ
ま
す
。
毎
年
四
月
一
日
に
、
今
年
度
の

管
長
告
諭
・
布
教
教
化
方
針
が
発
表
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
を
受
け
て
、
今
年
当
県
を
巡

回
さ
れ
る
特
派
布
教
師
老
師
に
、
そ
の
解

説
を
お
願
い
し
、
今
年
度
の
宗
門
の
特
に

普
遍
す
べ
き
指
針
を
学
び
、
基
本
的
共
通

の
理
解
を
得
る
為
に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
布
教
協
議
会
も
併
催
で
効
率
化

し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
今
年
度
は
、
宮
崎
県
吉
井
泰
俊
・

高
知
県
伊
藤
正
賢
特
派
布
教
師
様
お
二
人

を
お
迎
え
し
、
吉
井
老
師
に
は
管
長
告
諭

を
、
伊
藤
老
師
に
は
布
教
教
化
方
針
を
そ

れ
ぞ
れ
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
特
派
布
教
巡
回
、
特
派
梅
花
巡
回

に
関
す
る
留
意
点
等
の
説
明
と
確
認
を

し
、
各
教
区
長
様
方
と
の
事
前
打
ち
合
わ

せ
を
し
て
い
た
だ
き
、
午
前
の
委
員
会
を

修
了
し
ま
し
た
。

　

昼
食
を
は
さ
ん
で
、
午
後
か
ら
引
き
続

き
布
教
協
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
講
義
で
、
講
師
に
は
、
東
京
都
鳳
生
寺

住
職
英
聡
道
老
師
を
お
招
き
し
、「
デ
ー

タ
フ
ァ
イ
ル
か
ら
み
た
宗
政
（
寺
院
存
続

危
機
へ
の
懸
念
と
今
な
す
べ
き
こ
と
」
と

題
し
て
、・
包
括
法
人
曹
洞
宗
と
は
・
宗

政
と
は
何
か
・
宗
門
の
財
政
・
多
々
良
問

題
に
つ
い
て
・
二
十
年
後
の
寺
院
の
未
来

像
は
・
宗
教
界
が
今
行
う
べ
き
事
等
、
老

師
の
斬
新
で
、
独
特
な
視
点
で
の
宗
門
の

現
状
を
、
さ
ら
に
は
地
道
に
統
計
を
と
り

具
体
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
資
料
を
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
駆
使
し
て
分
か
り
や
す

く
、懇
切
丁
寧
に
ご
講
義
下
さ
い
ま
し
た
。

�

（
教
化
主
事
）

教
化
コ
ー
ナ
ー

布
教
委
員
会
・
布
教
協
議
会
報
告

吉井泰俊特派布教師

伊藤正賢特派布教師
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今
年
は
全
国
梅
花
流
奉
賛
大
会
六
十
五

周
年
の
年
で
、
福
井
県
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
四
日
鯖
江
市
サ
ン
ド
ー
ム
福

井
で
両
本
山
貌
下
ご
臨
席
の
下
、
大
会
が

始
ま
り
清
興
は
新
曲
で
あ
る
南
こ
う
せ
つ

様
の
作
詞
作
曲
の
「
澄
み
わ
た
る
空
」
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
大
本
山
永
平
寺
に
て
報
恩
献
詠

の
た
め
永
平
寺
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
門

前
に
着
く
と
凄
い
人
だ
ら
け
で
バ
ス
で
暫

く
待
ち
、
献
詠
す
べ
く
バ
ス
を
降
り
唐
門

（
勅
使
門
）を
通
り
山
門
に
向
か
い
ま
し
た
。

唐
門
は
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
て
何

も
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
講
員
さ
ん
は
気

が
付
い
て
な
か
っ
た
様
で
、
通
し
て
頂
い

た
永
平
寺
様
に
申
し
訳
な
か
っ
た
感
じ
で

し
た
。

　

山
門
か
ら
入
り
光
明
蔵
で
説
明
を
受
け

て
、
法
堂
で
献
詠
（
大
本
山
永
平
寺
第
一

番
御
詠
歌　

渓
声
）
を
皆
で
奉
詠
し
ま
し

た
。
法
堂
に
パ
イ
プ
椅
子
が
置
か
れ
た
椅

子
に
座
っ
て
で
し
た
の
で
、
講
員
さ
ん
に

は
楽
で
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
う

ど
本
庁
の
内
局
の
方
々
も
献
詠
？
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

講
員
さ
ん
も
皆
が
法
堂
に
上
が
り
全
員

で
献
詠
出
来
た
こ
と
は
、
と
て
も
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

終
わ
っ
て
吉
祥
閣
ま
で
ゆ
っ
く
り
降
り

て
き
て
、
お
み
や
げ
を
買
っ
た
り
、
瓦
志

納
を
し
た
り
し
て
か
ら
、
門
前
か
い
ど
で

お
み
や
げ
を
買
い
バ
ス
を
待
っ
て
い
ま
し

た
。
途
中
雨
が
降
っ
て
き
て
ひ
ど
か
っ
た

が
、
献
詠
が
終
わ
っ
て
か
ら
な
の
で
助
か

り
ま
し
た
。

　

大
会
、
報
恩
献
詠
と
も
け
っ
こ
う
歩
い

た
の
で
す
が
、
講
員
さ
ん
は
疲
れ
も
な
く

本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

　

全
県
奉
詠
大
会

　

去
る
七
月
二
十
五
日
（
火
）
秋
田
県
民

会
館
に
於
い
て
、
梅
花
流
秋
田
県
奉
詠
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
各
地
よ
り

一
〇
五
ケ
寺
、
一
般
・
講
員
六
五
四
名
、

宗
侶
寺
族
一
四
七
名
、
計
八
〇
一
名
の
参

加
で
し
た
。

　

今
大
会
は
「
澄
み
わ
た
る
空
に　

清
ら

か
な
歌
声
を
」
と
い
う
大
会
テ
ー
マ
の
下

に
各
登
壇
講
員
様
練
習
の
成
果
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
会
の
総
合
司
会
は
第
十
教
区
正
法
院

住
職
清
水
道
広
師
範
、
第
十
八
教
区
全
應

寺
住
職
佐
藤
宗
明
師
範
、
第
四
教
区
長
谷

寺
住
職
浅
田
高
明
師
範
に
務
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
三
宝
御
和
讃
」
奉
詠
後
、
導

師
宗
務
所
長
が
上
殿
し
予
定
通
り
開
会
式

を
執
り
行
い
ま
し
た
。
次
に
今
年
は
熊
本

地
震
一
周
忌
、
東
日
本
大
震
災
七
回
忌
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
二
十
三
回
忌
の
年
に

あ
た
っ
て
お
り
、
追
悼
法
要
も
執
り
行
い

ま
し
た
。追
悼
献
詠
の「
追
善
供
養
御
和
讃
」

を
お
唱
え
し
、
最
後
に
宗
務
所
長
よ
り
来

場
さ
れ
た
方
へ
の
御
礼
と
激
励
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
開
会
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
よ
り
登
壇
奉
詠
、
登
壇
講
数
は

十
二
登
壇
で
、
今
年
は
初
め
て
宗
務
所
で

行
わ
れ
て
い
る
檀
信
徒
講
習
会
に
参
加
し

て
い
る
講
員
さ
ん
達
も
一
つ
の
登
壇
講
と

し
て
登
壇
奉
詠
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

梅
花
コ
ー
ナ
ー

　

全
国
奉
詠
大
会

ご本山に上山の様子

サンドーム福井での開講式

両大本山猊下のおことば
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昼
食
を
間
に
挟
ん
で
午
後
の
部
の
最
初

に
師
範
・
詠
範
に
よ
る
「
高
祖
道
元
禅
師
学

道
御
和
讃
１
番
・
４
番
」「
高
祖
道
元
禅
師

学
道
御
詠
歌（
慕
古
）」の
登
壇
奉
詠
を
行
い
、

引
き
続
き
午
後
の
部
の
登
壇
奉
詠
を
滞
り

な
く
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
三
部
は
、「
岩
手
県
梅
花
流
特
派
講
師

並
び
に
宗
務
所
講
師
部
会
」
を
お
招
き
し
、

岩
手
県
が
作
成
し
た
被
災
地
復
興
の
願
い

を
込
め
た
『
震
災
復
興
祈
願
御
和
讃
』
の
紹

介
と
併
せ
て
特
別
講
習
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
習
後
は
会
場
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

御
和
讃
を
お
唱
え
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

閉
会
式
が
始
ま
り
す
ぐ
静
座
。
会
場
の

静
ま
り
の
中
で
十
教
区
正
法
院
住
職
清
水

道
広
師
範
に
よ
る
「
浄
心
」
の
独
詠
。
師

範
詠
範
の
会
会
長
の
本
間
雅
憲
師
範
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
秋
田
県
梅
花
講
の
歌
を
奉

詠
し
、
去
年
と
同
様
に
今
年
も
当
日
登
壇

奉
詠
し
て
い
た
だ
い
た
講
員
さ
ん
の
中
で

九
十
歳
以
上
の
講
員
さ
ん
に
感
謝
状
を
お

渡
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
層
の

ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
大
会
の
締
め
く
く
り
と
し
て
齋
藤
昭

道
副
所
長
よ
り
皆
様
へ
感
謝
の
気
持
ち
を

申
し
上
げ
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
師
範
詠
範
の
会
会
長
本
間
雅
憲
師
範
、

柴
田
弘
一
師
範
を
始
め
大
会
実
行
委
員
会

の
諸
老
師
の
皆
様
、
新
田
寺
様
、
大
会
役

員
諸
老
師
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
会
運

営
に
ご
助
言
ご
協
力
賜
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
前
日
か
ら
大
会
終
了
ま
で

準
備
・
裏
方
等
で
各
宗
侶
様
に
は
大
変
ご

難
儀
お
か
け
し
ま
し
た
。
無
事
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
御
祈
念
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
梅
花
流
宗
務
所
講
師　

太
寧
寺
伊
藤
道
人
）

参加者、誓いの言葉

宗務所長のあいさつ

全県奉詠大会の様子

感謝状を受けられた方々 岩手県梅花流特派講師・宗務所講師部会の方々

第118号 平成29年９月30日（　）18曹洞宗秋田県宗務所所報



　

夏
を
思
わ
せ
る
暑
さ
の
五
月
二
十
三

日
か
ら
二
泊
三
日
の
旅
行
へ
と
出
発
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
梅
花
流
創
立
六
十
五
周
年

記
念
奉
讃
大
会
と
い
う
こ
と
で
い
つ
に

な
く
身
の
引
き
し
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
開
会
式
と
奉
詠
と
場

所
を
二
ヶ
所
に
分
け
た
も
の
で
し
た
。

　

サ
ン
ド
ー
ム
福
井
で
の
開
会
式
は
、

厳
か
に
始
ま
り
ま
し
た
。
ア
ビ
ラ
・
ブ

ラ
イ
ア
ン
さ
ん
と
い
う
方
が
流
暢
な
日

本
語
で
、
お
誓
い
を
述
べ
て
お
り
ま
し

た
。
記
念
法
要
、
追
悼
法
要
、
記
念
式

典
と
続
き
、
清
興
で
は
、
南
こ
う
せ
つ

さ
ん
の
新
曲
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
生

で
聴
け
た
の
で
す
。
今
回
の
新
曲
「
澄

み
わ
た
る
空
」
も
歌
い
や
す
い
様
に
思

え
ま
し
た
。
歌
詞
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
も

や
さ
し
さ
が
溢
れ
、
南
さ
ん
ら
し
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

　
梅
花
流
創
立
六
十
五
周
年

　
　
　
　
全
国
奉
詠
大
会
に
参
加
し
て

　
　
　�

温
泉
寺
梅
花
講
員
　
安
　
達
　
芳
　
子

　

午
後
か
ら
は
、大
本
山
永
平
寺
に
移
っ

て
の
献
詠
で
す
。
バ
ス
を
降
り
、
普
段

は
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
特
別
の
門「
唐

門
」
を
通
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
永
平
寺
は
二
度
目
だ
っ
た
の
で
す

が
、
前
回
と
は
ま
た
違
う
意
味
で
緊
張

を
覚
え
ま
し
た
。
中
に
入
っ
て
か
ら
も

き
れ
い
に
掃
除
さ
れ
て
い
る
廊
下
を
静

か
に
進
み
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
私
達
秋
田
県
の
出
番
で
す
。

北
海
道
の
一
部
の
講
員
さ
ん
と
一
緒
に

お
唱
え
で
す
。

　
「
峰
の
色　

渓
の
響
き
も　

み
な
な
が

ら　

わ
が
釈
迦
牟
尼
の　

声
と
姿
と
」

献
詠
途
中
で
、
私
達
の
仲
間
が
こ
の
一

年
で
二
名
も
亡
く
な
り
、
参
加
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
ど
ん
な

に
か
一
緒
に
お
唱
え
し
た
か
っ
た
だ
ろ

う
な
と
思
う
と
、
涙
が
出
て
き
ま
し
た
。

ゆ
っ
く
り
、
心
静
か
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
い
つ
の
日
か
再
び
永
平

寺
を
訪
れ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
が
梅
花
講
員
に
な
っ
た
の
は
、
我

が
大
館
市
が
全
国
大
会
の
会
場
に
な
っ

た
年
で
す
。
入
っ
た
ば
か
り
な
の
に
方

丈
様
の
計
ら
い
で
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
っ
た
の
で
す
。
感
激
し
ま
し
た
。
私

も
頑
張
っ
て
先
輩
達
の
よ
う
に
お
唱
え

で
き
る
様
に
と
心
に
誓
っ
た
も
の
で
す
。

あ
れ
か
ら
十
数
年
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ

努
力
が
足
り
な
い
様
で
す
。
毎
年
の
よ

う
に
全
国
大
会
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
全
国
の
講
員
さ
ん
の
お
唱
え
も

聴
け
て
勉
強
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
て

参
加
で
き
る
の
も
家
族
の
理
解
と
協
力

が
あ
っ
て
の
も
の
で
す
。

　

来
年
は
、
静
岡
県
で
全
国
大
会
が
開

催
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
一
人
で
も
多
く

の
講
員
さ
ん
と
参
加
し
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
為
に
も
健
康
に
留
意
し
、
又
会
う

日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

報
恩
献
詠
に
参
加
で
き
ま
し
た
こ
と

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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い
た
だ
い
て
い
る
い
の
ち

�

煩
　
悩
　
人

　

調
べ
物
を
し
て
い
た
ら
、「
こ
こ
ろ
の

手
足
」
と
い
う
あ
る
女
性
の
自
叙
伝
が
紹

介
さ
れ
た
一
冊
の
本
が
目
に
と
ま
り
読
ん

で
み
ま
し
た
。
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
が
「
私
よ

り
不
幸
な
人
。
そ
し
て
、
私
よ
り
偉
大
な

人
」と
激
賞
さ
れ
た
女
性
の
こ
と
で
し
た
。

　
名
前
を
中
村
久
子（
な
か
む
ら
ひ
さ
こ
）

さ
ん
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
方
は
、
明
治
三
十
年
に
飛
騨
高
山

に
生
ま
れ
、
三
歳
の
と
き
突
発
性
脱
疽
と

い
う
病
気
に
か
か
っ
て
両
手
両
足
を
失

い
、
生
活
の
た
め
、
見
せ
物
興
業
の
芸
人

と
し
て
働
き
な
が
ら
、
や
が
て
結
婚
し
て

出
産
と
い
う
、
健
常
な
人
の
想
像
に
絶
す

る
、苦
難
多
き
生
涯
を
歩
ま
れ
た
方
で
す
。

生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を

だ
れ
よ
り
も
強
く
感
じ
、
一
日
一
日
を
万

感
の
思
い
で
過
ご
さ
れ
た
人
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

　
こ
の
中
村
久
子
さ
ん
の
自
叙
伝
で
あ
る

「
こ
こ
ろ
の
手
足
」
と
い
う
本
の
一
節
を
、

以
下
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
わ
た
く
し
は
い
つ
も
思
い
ま
す
。
わ

た
く
し
自
身
の
〈
い
の
ち
〉
は
、
わ
た
く

し
の
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
い
た
だ

い
て
い
る
〈
い
の
ち
〉
で
ご
ざ
い
ま
す
。

色
紙
と
か
半
切
と
か
、
下
手
な
字
を
書
き

ま
す
も
の
を
人
さ
ま
か
ら
ご
依
頼
を
受
け

ま
す
。
い
つ
頃
ま
で
で
い
い
、
あ
る
い
は

い
つ
で
も
あ
ん
た
の
暇
の
あ
る
時
で
い

い
か
ら
書
い
て
ほ
し
い
と
い
わ
れ
る
と
、

は
っ
き
り
お
断
り
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う

い
う
い
つ
で
も
い
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と

は
、
よ
う
請
け
あ
え
ま
せ
ん
。
あ
し
た
の

日
に
、
わ
た
く
し
の
〈
い
の
ち
〉
が
な
く

な
る
か
、
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
請
け

あ
い
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
申
し
訳
の

な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

あ
し
た
は
だ
め
、
あ
さ
っ
て
も
だ
め
、
今

す
ぐ
こ
こ
で
下
手
で
も
よ
ろ
し
か
っ
た
ら

と
申
し
上
げ
る
こ
と
が
、
た
び
た
び
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
う
し
て
〈
い
の
ち
〉
と
い
う

も
の
を
考
え
て
い
き
ま
す
と
、
誰
し
も
世

間
の
人
は
、
自
分
が
働
い
て
自
分
が
お
月

給
も
ら
っ
て
、
あ
る
い
は
自
分
が
店
で
商

売
し
て
、
ま
た
お
百
姓
を
し
て
、
自
分
で

生
き
て
い
る
ん
だ
と
誰
し
も
思
わ
れ
る
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
よ
う
考
え

て
み
る
と
、
自
分
で
生
き
て
い
る
な
ど
と

い
う
人
は
、
ひ
と
り
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
お
偉
い
方
も
み
ん
な
生
か
さ
れ
て

お
い
で
に
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。〈
い

の
ち
〉
を
い
た
だ
い
て
と
い
う
こ
と
を
、

わ
た
く
し
は
人
間
と
し
て
い
ち
ば
ん
知
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う

か
、そ
れ
を
い
つ
も
誰
に
も
ど
こ
に
で
も
、

〈
い
の
ち
〉
は
自
分
の
も
の
で
は
な
い
、

い
た
だ
い
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
こ
と
を
、
い
つ
も

申
し
上
げ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
」。

　
私
自
身
も
還
暦
を
過
ぎ
数
年
で
古
希
を

迎
え
る
年
齢
に
な
り
、
親
よ
り
長
く
生
き

る
こ
と
が
出
来
て
ま
す
。
私
た
ち
一
人
の

人
間
が
い
る
の
に
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の

年
月
が
か
か
っ
て
、
そ
の
間
に
い
ろ
ん
な

人
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
生
き
て
い
る
こ

と
な
り
ま
す
。
何
十
億
の
人
の
い
の
ち
を

承
け
て
い
ま
生
き
て
い
ま
す
。
若
く
し
て

逝
っ
た
友
人
の
無
念
さ
を
思
う
と
今
の
生

活
に
感
謝
で
す
。

盆
　
随
想

�

雲
巌
寺
　
桃
　
園
　
豊
　
弘

　
五
月
中
旬
、
十
七
教
区
満
友
寺
様
の
団

体
参
拝
に
同
行
し
て
、
ご
本
山
永
平
寺
に

行
っ
て
参
り
ま
し
た
．
時
期
的
に
暑
く
も

な
く
寒
く
も
な
く
、
時
折
さ
わ
や
か
な
風

が
、
幽
山
渓
谷
の
木
々
を
静
か
に
揺
ら
し

ま
す
。

　
永
平
寺
に
泊
ま
ら
せ
て
頂
き
，
朝
案
内

に
従
っ
て
法
堂
に
入
り
ま
す
と
、
張
り
つ

め
た
空
気
が
漂
い
ま
す
。座
ら
せ
て
頂
き
、

時
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
と
静
か
な

中
に
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
、
時
折
鐘

の
音
が
広
い
法
堂
に
響
き
渡
り
ま
す
。
雲

水
さ
ん
た
ち
が
静
か
に
慣
れ
た
仕
草
で
法

要
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
時

の
心
地
よ
さ
、
い
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。

　

今
思
い
ま
す
と
そ
の
時
の
経
験
こ
そ
、

「
あ
り
が
た
い
処
に
、
身
を
置
く
」
そ
の

こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

　
お
盆
に
は
、
大
勢
の
人
が
お
寺
参
り
や

お
墓
に
お
参
り
に
き
ま
す
。
勿
論
ご
先
祖

様
に
想
い
を
寄
せ
て
お
参
り
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
私
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
と
思
う
の
で
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
違

い
が
あ
り
ま
す
が
、「
あ
り
が
た
い
処
に
、

身
を
置
き
た
い
」
と
い
う
心
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
お
寺
に
は
そ
の
「
あ
り
が
た
い

─
八
教
区
の
皆
さ
ま
の
声
─
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処
」
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
し
、
必
要
性

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

中
々
、「
あ
り
が
た
い
人
（
和
尚
）
に

は
な
れ
ま
せ
ん
が
、今
以
上
に
お
寺
を「
あ

り
が
た
い
処
」
に
し
て
い
く
努
力
は
出
来

る
と
思
い
ま
す
。

悲
し
み
と
癒
し

�

東
林
寺
　
杉
　
村
　
香
　
樹

　
人
間
に
と
っ
て
悲
し
み
の
一
つ
は
、
愛

す
る
人
と
の
別
れ
、
そ
の
中
で
も
と
り
わ

け
悲
し
く
辛
い
の
が
死
に
別
れ
で
す
。
身

近
な
人
、
夫
や
妻
、
親
子
と
の
死
に
別
れ

は
、
こ
の
上
も
な
い
悲
し
み
に
打
ち
ひ
し

が
れ
、
心
に
深
い
傷
を
負
い
ま
す
。

　

け
れ
ど
も
、
死
別
の
悲
し
い
体
験
は
、

い
つ
か
命
の
尊
さ
、
生
き
て
い
る
こ
と
の

幸
せ
を
実
感
さ
せ
ま
す
。

　
厳
し
い
冬
が
過
ぎ
、
真
っ
先
に
春
の
訪

れ
を
感
じ
さ
せ
る
の
は
、
赤
や
桃
色
の
梅

の
花
で
す
。

　
梅
は
冬
の
寒
風
に
吹
か
れ
、
木
の
葉
が

散
っ
て
い
ま
す
が
、
春
に
な
る
と
そ
の
枝

に
多
く
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　
そ
れ
は
あ
た
か
も
人
が
艱
難
辛
苦
を
の

り
こ
え
た
後
、
生
き
る
喜
び
を
体
で
表
現

し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
日
本
人
は
美
し
い
景
色
や

音
な
ど
は
、
人
を
癒
や
す
力
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
昔
か
ら
花
鳥
風

月
に
関
し
た
こ
と
に
、
心
を
引
か
れ
て
来

ま
し
た
。
と
く
に
季
節
、年
月
の
移
ろ
い
、

日
々
や
時
間
の
さ
か
い
め
に
、
又
、
あ
い

ま
い
な
こ
と
に
、
風
情
と
余
韻
を
感
じ
て

き
た
よ
う
で
す
。
そ
こ
に
は
、
日
本
特
有

の
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　
九
州
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
研
究
に
よ
り
ま

す
と
、
自
然
界
の
景
色
で
は
、
四
季
の
移

り
変
わ
り
。
様
々
な
変
化
を
見
せ
る
植
物

や
景
色
。
し
た
た
る
水
滴
、
河
の
流
れ
、

湧
き
で
る
石
清
水
。懐
し
い
風
景
。名
所
、

旧
跡
。
自
然
と
暮
ら
す
動
物
た
ち
。

　
こ
の
よ
う
な
風
景
を
眺
め
る
と
、
心
の

安
ら
ぎ
に
効
果
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
木
漏
れ
日
、
そ
よ
風
、
夕
映
え
、

朝
霧
、さ
ざ
波
、夕
月
、五
月
雨
、夕
暮
れ
、

雨
だ
れ
、
せ
せ
ら
ぎ
な
ど
の
言
葉
に
も
癒

し
や
憩
い
を
感
じ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
人
は
深
い
悲
し
み
や
、
耐
え
難
い
苦
し

み
に
耐
え
て
こ
そ
、
生
き
て
い
る
こ
の
上

も
な
い
喜
び
、
幸
せ
を
、
深
く
味
わ
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
悲
し
さ
は
幸
福
な
日
々
の
裏
返
し
と
い

い
ま
す
。

　
悲
し
い
の
は
、
故
人
と
の
日
々
が
幸
せ

だ
っ
た
か
ら
。
そ
の
悲
し
み
の
心
は
、
こ

う
い
っ
た
自
然
の
風
景
に
目
を
や
る
こ
と

で
、
い
く
ば
く
か
和
ら
ぐ
の
で
は
な
い
で

お
盆
に
思
う

�

天
正
寺
住
職
　
齋
　
藤
　
英
　
明

　
突
然
「
所
報
に
原
稿
を
！
」
と
い
う
一

通
の
ゆ
う
メ
ー
ル
が
届
き
、
恐
る
恐
る
詳

細
に
目
を
通
し
て
み
ま
す
と
、
な
、
な
ん

と
締
め
切
り
は
八
月
末
…
…
。

　
こ
の
原
稿
、
お
盆
を
控
え
た
八
月
上
旬

に
書
い
て
お
り
ま
す
。
一
年
で
一
番
心
穏

や
か
で
い
ら
れ
な
い
こ
の
時
期
、
果
た
し

て
私
の
よ
う
な
愚
鈍
に
何
が
書
け
る
だ
ろ

う
か
と
自
問
し
て
い
る
う
ち
に
、「
お
盆
」

と
い
う
ヤ
ツ
が
忍
び
寄
っ
て
き
ま
し
た
。

も
う
迷
っ
て
い
る
時
間
は
な
い
、
原
稿
用

紙
の
マ
ス
を
た
だ
こ
の
「
お
盆
」
と
い
う

ヤ
ツ
で
埋
め
る
と
致
し
ま
し
ょ
う
。

　
お
盆
と
い
え
ば
、
小
学
生
の
頃
か
ら
お

寺
の
棚
経
に
回
っ
て
お
り
ま
し
た
。
十
四

日
か
ら
全
檀
家
を
回
り
、
ま
た
近
隣
の
和

尚
様
方
に
も
応
援
を
い
た
だ
き
二
十
日
位

ま
で
か
け
て
棚
経
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
お
盆
で
す
の
で
ど
こ
の
家
庭
も
お
休
み

で
、
男
衆
は
酒
を
飲
み
な
が
ら
下
着
姿
で

高
校
野
球
観
戦
で
す
。
当
然
同
級
生
の
家

も
訪
れ
ま
す
。本
当
に
イ
ヤ
で
し
た
。「
暑

し
ょ
う
か
。

　
今
を
精
一
杯
生
き
る
、
外
に
目
を
向
け

る
、
ゆ
っ
く
り
深
呼
吸
し
て
仏
前
に
座
り

ま
し
ょ
う
。

い
盛
り
に
こ
っ
ち
は
休
み
も
無
い
の
に
イ

イ
気
な
も
ん
だ
」
と
腹
が
立
つ
や
ら
悔
し

い
や
ら
。

　

最
近
は
「
猛
暑
」
な
る
敵
と
も
戦
い
、

十
六
日
と
い
う
壁
に
も
ぶ
ち
当
た
り
ま

す
。
十
七
日
に
行
く
と
ご
先
祖
様
は
も
う

帰
っ
た
と
不
機
嫌
そ
う
に
言
わ
れ
ま
す
。

お
坊
さ
ん
の
勤
め
、
修
行
と
は
い
え
心
が

折
れ
そ
う
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
近
年
は
、
体
調
や
家
々
の
お
盆

休
み
も
考
慮
し
、
軒
数
を
減
ら
し
て
お
り

ま
す
。
少
し
楽
に
な
り
ま
し
た
が
少
し
寂

し
い
事
に
も
気
づ
き
ま
し
た
。

　
昔
は
ど
の
家
庭
も
賑
や
か
で
、
誰
も
い

な
い
家
な
ど
一
軒
も
無
か
っ
た
の
で
す

が
、
最
近
は
お
年
寄
り
だ
け
と
い
う
家
が

本
当
に
多
く
な
り
ま
し
た
。
親
戚
が
集

ま
っ
て
い
る
家
で
「
和
尚
さ
ん
も
飲
ん
で

行
け
！
」
な
ん
て
何
軒
あ
る
で
し
ょ
う
。

田
沢
湖
の
田
舎
な
の
で
鍵
を
掛
け
る
家
も

無
か
っ
た
の
が
、
今
は
ち
ら
ほ
ら
…
…
。

　
確
実
に
少
子
高
齢
化
は
進
ん
で
お
り
ま

す
。
お
墓
参
り
は
欠
か
さ
な
い
と
い
う
所

を
み
る
と
、
先
祖
を
拝
む
「
ホ
ト
ケ
ゴ
コ

ロ
」
は
ま
だ
ま
だ
健
在
な
よ
う
で
す
が
、

こ
の
先
は
心
配
で
す
。
し
か
し
何
が
出
来

ま
し
ょ
う
。
願
わ
く
ば
妙
案
を
ご
教
示
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
ま
た
こ
の
よ
う
な
機
会
を
頂
戴
し
宗
務

所
の
皆
様
、
宗
門
ご
寺
院
様
に
は
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
失
礼
で
す
が
、
た
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だ
た
だ
マ
ス
を
埋
め
て
み
た
次
第
で
す
。

�

合
掌

「
慢
心
」「
お
ご
り
」

�

東
源
寺　

森
　
沢
　
建
　
亮

　
近
年
、
天
災
（
人
災
？
）
に
よ
る
災
害

が
各
地
で
あ
り
ま
す
。
県
内
も
豪
雨
に
よ

る
災
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
、
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
早
く
の
復
旧
、

復
興
を
願
う
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
昨
今
政
界
で
は
「
慢
心
」「
お

ご
り
」「
緩
み
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す

る
。
政
界
に
は
様
々
な
人
間
が
い
る
わ
け

で
、
問
題
が
起
き
る
の
は
仕
方
が
な
い
に

し
て
も
、
誠
に
残
念
な
も
の
で
あ
る
。
一

部
の
政
治
家
と
思
い
ま
す
が
、
言
葉
、
態

度
等
々
政
治
家
と
し
て
の
資
質
の
問
題
で

あ
り
、「
お
ご
り
」
な
ど
と
い
う
こ
と
で

済
ま
さ
れ
な
い
。
今
多
く
の
課
題
が
山
積

み
の
中
で
事
に
望
む
に
当
た
り
、
真
剣
に

向
き
合
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。
国
家

国
民
の
た
め
の
代
表
議
員（
地
方
議
員
も
）

と
し
て
の
「
自
戒
」
と
い
う
言
葉
を
送
り

た
い
。

　
言
葉
が
悪
い
が
そ
う
い
う
者
達
に
、
本

山
等
に
お
い
て
参
禅
研
修
会
で
も
開
き
、

仏
教
で
い
う
と
こ
ろ
の
三
毒（
貪・瞋・癡
）

の
滅
除
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
い
ろ
い
ろ
批
判
的
な
こ
と
を
書
き
ま
し

た
が
、
自
身
も
含
め
ま
ず
は
身
の
回
り
か

ら
…
…
。

唯
唯
ご
供
養
…
…

�

田
澤
寺　

菅
　
原
　
宗
　
弘

　
今
年
も
七
月
八
月
と
県
内
で
は
大
雨
が

続
き
各
地
に
多
大
な
被
害
を
与
え
ま
し

た
。
拙
寺
の
仙
北
市
田
沢
に
も
、
一
部
に

避
難
勧
告
が
出
て
、
遅
い
時
間
に
生
保
内

地
区
ま
で
避
難
し
た
檀
家
さ
ん
が
い
た
そ

う
で
す
。
幸
い
何
事
も
無
く
済
み
ま
し
た

が
、
と
て
も
怖
い
思
い
を
さ
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
田
沢
で
大
雨
と
い
う
と
、

先
達
（
供
養
佛
）
地
区
の
土
石
流
災
害
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
平
成
二
十
五
年
八
月

九
日
の
お
昼
に
少
し
前
、
そ
れ
は
起
こ
り

ま
し
た
。

　
そ
の
日
は
、
朝
か
ら
ひ
ど
い
雨
で
と
て

も
暗
い
日
で
し
た
。
私
は
、
十
一
時
か
ら

田
沢
湖
湖
畔
の
檀
家
さ
ん
で
の
ご
法
事
が

あ
り
、
一
時
間
程
前
に
現
場
近
く
を
通
り

ま
し
た
が
、
雨
で
周
り
が
霞
み
、
道
路
は

所
々
側
溝
で
は
賄
い
き
れ
な
い
雨
水
が
溢

れ
出
て
、
対
向
車
に
気
を
つ
け
運
転
す
る

の
が
や
っ
と
の
状
態
で
し
た
。
お
勤
め
が

終
わ
り
、「
雨
が
ひ
ど
い
の
で
お
墓
に
は

あ
と
で
家
族
で
い
く
。」
と
の
こ
と
。
お

昼
を
ご
馳
走
に
な
ろ
う
と
「
頂
き
ま
す
。」

を
し
て
間
も
な
く
停
電
が
起
こ
り
ま
し

た
。停
電
の
時
間
が
結
構
長
く
感
じ
ら
れ
、

お
昼
に
も
か
か
わ
ら
ず
と
て
も
暗
く
ロ
ー

ソ
ク
を
点
け
る
程
で
し
た
。

　
や
が
て
電
気
は
復
旧
し
ま
し
た
が
、
一

向
に
雨
が
弱
く
な
ら
な
い
の
で
、
早
々
に

失
礼
す
る
事
に
し
て
お
寺
に
急
ぎ
ま
し

た
。
帰
り
も
現
場
近
く
を
通
っ
た
筈
で
す

が
、
異
変
に
は
全
く
気
が
つ
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
す
で
に
停
電
の
時
に
、
土
石
流

は
起
き
て
い
た
の
に
…
…
。
こ
の
災
害

で
、
六
名
の
檀
家
さ
ん
が
お
亡
く
な
り
に

な
り
、
三
軒
の
檀
家
さ
ん
が
こ
の
地
を
離

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
教
区
・
洞
心

会
の
ご
協
力
を
、
ま
た
宗
務
庁
・
宗
務
所

よ
り
の
弔
意
を
得
て
ご
供
養
を
行
い
ま
し

た
。

　
自
然
の
力
は
と
て
も
強
大
で
す
。
こ
の

頃
は
、
各
地
で
五
十
年
に
一
度
の
雨
な
ど

の
言
葉
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
自
然
の
災

害
が
起
こ
る
の
は
仕
方
が
な
い
事
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
被
害
を
最
小
限
に

留
め
、
特
に
、
人
命
を
守
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
は
、
唯
唯
ご
供

養
す
る
だ
け
で
す
。

同
期
会
・
同
級
会

�

　
遠
　
藤
　
正
　
幸

�　
去
年
の
一
月
に
、
還
暦
の
日
時
予
定
日

を
書
い
た
封
書
が
送
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

こ
の
日
か
ら
六
月
十
一
日
の
同
期
会
同
級

会
を
楽
し
み
に
雪
よ
せ
雪
降
し
冬
囲
い
外

し
、
除
草
液
の
散
布
草
刈
り
剪
定
と
日
々

を
過
し
て
、
よ
う
や
く
、
や
っ
と
そ
の
日

が
近
づ
い
て
来
ま
し
た
。
そ
れ
で
背
広
を

買
う
事
に
な
り
、
家
族
で
洋
服
店
へ
行
き

店
の
人
に
還
暦
に
着
て
行
く
服
を
捜
し
て

い
る
と
告
げ
た
所
、
店
の
奥
へ
案
内
さ
れ

何
十
万
円
も
す
る
服
を
お
だ
て
ら
れ
勧
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
さ
っ
と
現

わ
れ
た
奥
さ
ん
に
入
口
に
近
い
所
の
上
下

を
買
え
ば
、
ネ
ク
タ
イ
二
本
も
つ
い
て
い

る
し
ズ
ボ
ン
半
額
の
コ
ー
ナ
ー
か
ら
選
べ

る
よ
と
教
え
ら
れ
、
し
か
も
年
に
一
回
し

か
き
な
い
の
だ
か
ら
と
言
わ
れ
、
家
族
か

ら
は
し
か
た
な
く
つ
く
り
笑
顔
で
良
く
に

あ
う
と
言
っ
て
も
ら
い
、
私
も
し
か
た
な

く
納
得
し
、
そ
う
い
え
ば
ネ
ク
タ
イ
を
も

う
一
本
選
べ
れ
る
と
言
っ
た
ら
、
選
ば
な

く
て
い
い
息
子
に
選
ぶ
と
…
…
。

　
い
よ
い
よ
当
日
、
会
場
の
増
田
ま
ん
が

美
術
館
で
神
事
を
済
ま
せ
今
夜
の
宿
へ
向

い
、
乾
杯
の
あ
と
は
思
い
出
話
で
お
お
い

に
盛
り
上
が
り
、
友
の
中
に
は
古
希
に
出

て
も
お
か
し
く
な
い
年
寄
じ
み
た
人
や
還
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暦
に
見
え
な
い
若
々
し
い
人
な
ど
で
、
夜

遅
く
ま
で
話
が
つ
づ
き
お
互
い
体
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
と
励
ま
し
合
い
楽
し
い
一

夜
を
過
し
ま
し
た
。

　
翌
朝
の
食
事
で
は
、
男
性
は
皆
顔
色
も

悪
く
完
全
に
二
日
酔
で
、
こ
れ
か
ら
増
田

町
へ
戻
り
同
級
会
で
す
頑
張
り
ま
し
た
。

最
後
に
体
に
気
を
つ
け
て
来
年
ま
た
会
い

ま
し
ょ
う
で
終
り
、
私
は
家
に
帰
っ
て
来

て
か
ら
三
日
ぐ
ら
い
、
体
に
気
を
つ
け

じ
っ
と
耐
え
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
年
。
還
暦
の
後
厄
の
同
期
会

が
七
月
九
日
に
一
泊
の
日
程
で
行
な
い
、

酒
は
少
し
控
え
る
と
き
め
て
い
た
の
で
す

が
、
あ
ま
り
に
も
楽
し
く
て
今
年
も
家
へ

帰
っ
て
か
ら
三
日
ぐ
ら
い
耐
え
て
い
ま
し

た
。
同
級
会
で
は
こ
れ
か
ら
も
定
期
的
に

集
ま
ろ
う
と
約
束
し
、
ま
た
体
に
気
を
つ

け
て
会
い
ま
し
ょ
う
で
お
ひ
ら
き
に
な
り

ま
し
た
。

　
私
も
そ
ろ
そ
ろ
体
に
気
を
つ
け
て
生
活

し
な
け
れ
ば
と
考
え
な
が
ら
、
こ
の
次
の

同
級
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
『
正
法
眼
蔵
』
を
分
か
る
に
は

�

安
楽
寺
　
中
　
沢
　
宏
　
是

　

先
般
、「
現
職
研
修
」
に
て
南
直
哉
老

師
に
よ
る
『
正
法
眼
蔵
』
の
読
み
方
の
ア

プ
ロ
ー
チ
の
講
義
が
あ
り
、
老
師
の
独
特

の
視
点
と
解
説
に
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
お

も
い
で
拝
聴
致
し
ま
し
た
。

　
そ
も
そ
も
宗
侶
で
あ
れ
ば
開
祖
様
の
著

述
『
正
法
眼
蔵
』
を
知
ら
な
い
人
は
居
な

い
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
内
容
を
す
べ
て
把

握
し
理
解
し
、
ま
し
て
一
般
の
方
々
に
分

か
る
よ
う
に
説
く
こ
と
が
出
来
る
か
と
い

う
問
い
に
、
自
信
を
持
っ
て
「
イ
エ
ス
」

と
い
え
る
で
し
ょ
う
か
？

　
南
老
師
の
講
義
は
『
正
法
眼
蔵
』
を
あ

ら
た
め
て
仏
教
の
鍵
と
な
る
考
え
方
「
無

常
」「
無
我
」「
縁
起
」
の
視
点
か
ら
読
み

解
く
と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
こ
で
は
言

語
の
構
造
と
、
釈
尊
の
正
伝
の
仏
法
を
求

道
し
た
道
元
禅
師
が
「
言
語
」
の
呪
縛
と

葛
藤
し
な
が
ら
著
述
し
て
い
る
一
面
が
あ

る
こ
と
に
新
鮮
な
驚
き
が
あ
り
ま
し
た
。

勿
論
、
先
達
諸
先
輩
大
老
師
の
著
述
す
べ

て
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
記

述
の
難
解
さ
を
ど
う
理
解
し
た
ら
い
い
の

か
、
行
持
綿
密
の
修
行
、
坐
禅
が
、
ど
う

一
般
教
化
に
つ
な
げ
る
の
か
、
正
直
今
ま

で
腑
に
落
ち
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
学
生
自
分
よ
り
現
在
に
至
る
ま
で
、

難
解
な
専
門
用
語
や
仏
教
用
語
を
羅
列
し

て
煙
に
巻
き
、
揚
げ
句
に
禅
問
答
よ
ろ
し

く
ご
ま
か
し
て
、
何
と
な
く
棚
上
げ
に
し

て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
今
回
、
釈
尊
の
教
え
を
し
っ
か
り
踏
ま

え
て
、
道
元
禅
師
を
学
ぶ
こ
と
を
し
な
け

れ
ば
そ
も
そ
も
理
解
で
き
な
い
し
、
そ
こ

に
糸
口
が
あ
る
と
い
う
光
明
が
見
え
た
気

が
し
ま
す
。
南
老
師
は
「
こ
れ
か
ら
先
も

残
っ
て
い
く
の
は
葬
式
法
事
で
は
な
い
。

必
要
と
さ
れ
る
の
は
ブ
ッ
ク
の
教
え
、
道

元
禅
師
の
教
え
で
あ
る
。」
と
の
趣
旨
を

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
釈
尊

の
教
え
『
正
法
眼
蔵
』
を
開
い
て
み
よ
う

（
み
な
け
れ
ば
）
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
※�
当
コ
ー
ナ
ー
の
掲
載
順
は
原
稿
到

着
順
で
す
。
ま
た
、
肩
書
き
と
ご

氏
名
は
原
稿
に
準
じ
ま
し
た
。

表紙の言葉
『秋めく』　平成29年９月５日撮影
　夏と秋が混在しながらも、確かに秋
になったのだなあと感じる。
　天候不順や激しい気象の変化は日本
だけでなく世界中で起きている。その
原因の多くは現代人の営みがもたらし
たからとも言われる。
　自身も現代人の一人である。ならば
この日々が少しでも自然の営みに沿っ
た生き方でありたいと改めて願いそし
て務めたい。
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昨
年
11
月
の
末
か
ら
12
月
の
始
め
に
か
け
て
Ｓ
Ｖ
Ａ
（
シ
ャ
ン
テ
ィ
ー

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
）
の
企
画
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
に

参
加
し
た
。
目
的
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
僧
院
に
一
泊
し
て
交
流
と
双
方
の
仏

教
事
情
の
紹
介
及
び
意
見
交
換
が
主
な
目
的
で
あ
る
。
首
都
ヤ
ン
ゴ
ン
か

ら
北
西
に
３
０
０
Ｋ
程
の
所
の
ピ
ー
県
に
あ
る
僧
院
で
あ
る
。
ク
ー
ト
ン

タ
タ
ナ
ー
ミ
ン
ガ
ラ
ー
寺
院
は
修
行
僧
約
１
３
０
名
を
擁
す
る
僧
堂
、
以

下
ク
ー
ト
ン
寺
と
呼
び
ま
す
。
到
着
が
少
し
早
か
っ
た
の
で
二
階
の
講
堂

で
休
み
、
六
時
か
ら
の
講
義
と
自
習
の
時
間
を
我
々
の
た
め
に
割
い
て
く

れ
、
修
行
僧
が
全
員
参
加
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

最
初
に
ク
ー
ト
ン
寺
の
堂
長
様
（
ウ
・
ピ
ニ
ャ
ー
・
ロ
ウ
カ
師
）
か
ら

の
ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
一
つ
は
上
座
部
仏
教
系

テ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
ー
仏
教
で
あ
る
事
、
二
つ
目
は
寺
院
に
は
10
歳
か
ら
25

歳
ま
で
の
僧
侶
が
勉
学
と
修
行
（
僧
堂
生
活
）
を
行
っ
て
い
る
事
、
三
つ

目
は
学
習
以
外
は
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
托
鉢
は
欠
か
せ
な
い
重
要
な
日

課
で
あ
る
事
、
等
を
話
し
て
い
た
。

　

日
本
か
ら
は
三
ヶ
寺
の
方
々
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用
い
て
の
説
明
を

行
い
、
宗
門
の
晋
山
の
様
子
や
伽
藍
の
佇
ま
い
等
を
紹
介
し
た
。
特
に
鹿

角
の
円
通
寺
様
の
紹
介
で
は
雪
を
見
た
事
が
無
い
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
僧
侶
達

が
驚
い
て
い
た
。

　

約
二
時
間
半
の
意
見
交
換
で
あ
っ
た
が
翻
訳
が
二
重
（
日
本
語
～
英
語

～
ビ
ル
マ
語
）
に
な
っ
て
い
る
の
で
時
間
の
ロ
ス
が
多
く
、
十
分
な
意
見

交
換
は
出
来
な
か
っ
た
事
が
残
念
で
あ
っ
た
。
特
に
気
付
い
た
事
は
一
般

寺
院
で
は
托
鉢
は
朝
一
回
だ
け
で
あ
る
が
ク
ー
ト
ン
寺
で
は
多
く
の
修
行

上
座
部
仏
教
に
学
ぶ

秋
田
県
宗
務
所
ネ
ッ
ト
法
話
〈
９
〉

僧
を
抱
え
て
い
る
た
め
、
朝
の
四
時
半
と
午
前
の
十
時
の
二
度
行
わ
れ
、

信
者
達
が
そ
れ
を
準
備
し
て
待
っ
て
い
る
事
に
驚
き
を
感
じ
た
。

　

夜
は
一
人
一
人
、
カ
ヤ
を
吊
っ
て
や
す
む
。
翌
朝
の
托
鉢
に
は
我
々
も

参
加
さ
せ
て
く
れ
た
。
裸
足
で
道
路
を
歩
く
事
に
慣
れ
て
い
な
い
私
に

と
っ
て
は
か
な
り
の
苦
痛
で
あ
っ
た
。（
得
難
い
体
験
で
あ
る
が
）
又
、

食
事
の
際
ス
ー
プ
に
鶏
肉
が
使
用
さ
れ
て
い
た
事
に
も
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。

我
々
大
乗
仏
教
と
違
い
、
布
施
さ
れ
た
物
は
僧
侶
の
た
め
に
殺
さ
れ
た
物

で
な
い
限
り
受
け
入
れ
る
お
釈
迦
様
時
代
か
ら
の
教
え
が
正
し
く
生
き
て

い
た
事
に
驚
い
た
。

　

朝
食
後
、学
齢
別
の
授
業
風
景
を
参
観
し
た
。教
科
書
は
ビ
ル
マ
語（
音
）

で
書
か
れ
た
パ
ー
リ
ー
語
を
暗
記
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
高
学
年
に
な

る
と
そ
の
パ
ー
リ
ー
語
の
文
法
を
学
ぶ
や
り
方
で
あ
っ
た
。
境
内
に
散
在

す
る
校
舎
と
図
書
館
を
見
学
し
、
図
書
館
で
は
堂
長
和
尚
か
ら
こ
こ
の
修

行
僧
が
使
用
し
て
い
る
教
科
書
を
各
自
が
戴
い
て
き
た
。
残
念
な
が
ら
ビ

ル
マ
語
は
読
め
な
い
の
で
ビ
ル
マ
語
を
読
め
る
人
か
ら
発
音
し
て
も
ら
い

た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

昼
近
く
に
ク
ー
ト
ン
寺
に
別
れ
の
挨
拶
を
し
た
折
り
に
、
堂
長
和
尚
か

ら
「
も
う
少
し
時
間
が
あ
れ
ば
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
話
を
深
め

た
か
っ
た
」
と
の
言
葉
が
心
に
残
っ
て
い
る
。

　

我
々
は
ク
ー
ト
ン
寺
を
離
れ
、
車
で
１
時
間
程
の
所
に
あ
る
寺
子
屋
学

校
ジ
ン
チ
ャ
ン
タ
ウ
ン
寺
と
い
う
ピ
ー
県
を
代
表
す
る
マ
ン
モ
ス
寺
院
学

校
に
行
っ
た
。
寺
子
屋
学
校
と
云
う
の
で
生
徒
は
4
～
50
人
か
と
思
っ
て

行
っ
た
ら
な
ん
と
6
歳
か
ら
15
歳
ま
で
８
０
０
人
も
居
る
の
に
は
仰
天
し

源
正
寺
住
職
　
村
　
松
　
功
　
英
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た
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
つ
い
こ
の
間
ま
で
軍
事
国
家
で
あ
っ
た
の
で
公
立
の

小
中
学
校
は
都
市
部
に
し
か
無
く
郡
部
は
殆
ど
寺
子
屋
学
校
が
教
育
を

担
っ
て
い
る
。

　

教
師
に
付
い
て
は
公
立
の
小
中
学
校
が
少
な
い
た
め
、
志
の
あ
る
有
資

格
の
教
師
が
こ
の
寺
子
屋
学
校
で
薄
給
に
甘
ん
じ
て
教
育
活
動
に
従
事
し

て
い
た
。

　

住
職
（
校
長
）
の
ウ
・
ゼ
ネ
イ
ン
ダ
師
の
話
で
は
、
学
校
開
設
を
し
て

運
営
は
行
う
が
教
員
の
給
与
は
保
護
者
負
担
で
あ
り
、
金
銭
に
関
わ
る
事

は
一
切
無
い
よ
う
で
あ
る
。
事
実
我
々
が
少
し
で
は
あ
る
が
寄
付
を
し
た

い
と
申
し
出
た
折
、
保
護
者
会
の
代
表
が
出
て
来
て
受
け
取
り
、
お
礼
を

言
わ
れ
た
。
寺
子
屋
学
校
で
我
々
は
子
供
達
の
遊
具
の
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

を
行
っ
て
子
供
た
ち
と
交
流
し
仲
良
し
に
な
っ
た
気
が
す
る
。

　

他
に
観
光
の
寺
も
見
学
し
た
が
い
ず
れ
も
巨
大
な
パ
ゴ
ダ
（
タ
ジ
ン
鍋

の
よ
う
な
形
の
仏
塔
）
と
大
き
な
寝
釈
迦
（
涅
槃
像
で
は
な
い
）
を
持
ち
、

上
座
部
仏
教
の
面
目
躍
如
と
い
っ
た
所
で
あ
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
滞
在
期
間
中
、
私
は
何
処
と
な
く
居
心
地
の
良
さ
を
感
じ

て
い
た
。
思
い
出
に
残
る
事
は
暑
か
っ
た
り
痛
か
っ
た
り
痒
か
っ
た
り
で

は
あ
る
が
、
何
と
も
表
現
の
し
よ
う
の
な
い
居
心
地
の
良
さ
を
ず
っ
と
感

じ
て
い
た
。

　

帰
国
後
こ
の
居
心
地
の
良
さ
の
正
体
を
探
る
べ
く
、
ず
っ
と
考
え
て
い

た
の
だ
が
、
四
月
の
本
山
授
戒
会
に
お
手
伝
い
に
行
っ
た
折
、
ふ
と
気
付

い
た
の
で
あ
る
。
あ
れ
は
仏
国
土
で
あ
っ
た
の
だ
…
…
と
お
釈
迦
様
の
戒

（
２
２
７
戒
）
が
多
く
の
僧
侶
に
よ
り
正
し
く
守
ら
れ
、
人
々
が
そ
の
持

戒
と
布
施
の
関
係
を
当
た
り
前
に
捉
え
て
い
る
事
に
よ
る
も
の
で
は
な
か

ろ
う
か
と
思
い
始
め
た
の
で
あ
る
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
上
座
部
の
仏

教
国
は
ス
リ
ラ
ン
カ
に
し
ろ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
し
ろ
、
人
間
を
取
り
巻
く

他
の
生
命
に
対
し
て
大
変
優
し
い
気
持
ち
で
接
し
て
い
る
事
で
あ
る
。
例

え
ば
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
車
で
走
っ
て
い
て
も
前
方
に
亀
が
道
路
を
横
断
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
を
目
聡
く
見
つ
け
て
は
亀
が
横
断
し
終
わ
る
ま
で
車

を
止
め
て
待
つ
ド
ラ
イ
バ
ー
、ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
野
良
大
が
丸
々
と
太
り
、

お
腹
を
空
か
し
た
犬
が
い
な
い
の
で
あ
る
。
呼
ぶ
と
尻
尾
を
振
っ
て
寄
っ

て
来
る
ほ
ど
人
に
懐
い
て
い
て
人
を
恐
れ
な
い
安
ら
ぎ
の
あ
る
安
心
し
た

状
態
に
あ
る
。
こ
の
事
は
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
が
生
命
不
殺
の
教
え
が
正

し
く
理
解
さ
れ
、
人
間
を
取
り
巻
く
他
の
生
き
物
に
ま
で
確
実
に
及
ん
で

い
る
事
を
示
し
て
い
る
。
仏
戒
の
第
１
番
目
は
不
殺
生
で
あ
る
。
生
命
不

殺
、
こ
の
言
葉
を
裏
返
す
と
生
か
せ
と
い
う
事
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
信
者
は
僧
の
托
鉢
に
対
す
る
布
施
の
ス
タ
ン

ス
と
、
人
間
を
取
り
巻
く
多
く
の
生
き
も
の
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
が
同
じ

な
の
で
あ
る
。
土
地
の
人
達
も
決
し
て
立
派
な
お
食
事
を
頂
い
て
い
る
わ

け
で
は
無
い
と
思
う
が
、
寄
っ
て
来
る
ど
の
野
良
犬
に
も
猫
に
も
小
鳥

に
も
平
等
に
食
事
を
与
え
る
。
何
処
の
野
良
犬
に
も
平
等
な
の
で
あ
る
。

（
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
犬
の
所
有
は
無
い
、
皆
野
良
犬
で
あ
る
）
他
の
生
命

に
と
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
場
所
な
の
で
あ
る
。
ク
ー
ト
ン
寺
で
一

泊
し
た
時
も
蚊
取
り
線
香
は
無
く
殺
虫
剤
も
無
い
、
皆
一
人
用
の
カ
ヤ
を

吊
っ
て
寝
る
の
で
あ
る
。
私
は
南
方
に
出
か
け
る
時
は
必
ず
昆
虫
が
嫌
が

る
臭
い
の
樟
オ
イ
ル
を
持
参
し
て
薄
め
て
使
う
。
こ
れ
は
昆
虫
の
忌
避
剤

な
の
で
殺
さ
な
い
で
済
む
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
男
性
の
多
く
は
若
い
時
に
一
度
出
家（
１
年
か
ら
数
年
）

を
体
験
す
る
。生
命
不
殺
の
教
え
が
深
く
人
々
の
心
に
染
み
込
ん
で
い
る
。

　

僧
の
毎
日
の
托
鉢
が
人
々
に
布
施
を
促
し
布
施
の
功
徳
を
自
覚
さ
せ

る
。

　

僧
の
毎
日
の
托
鉢
の
力
が
、
布
施
功
徳
に
よ
る
他
の
生
命
に
優
し
い
国

民
性
を
生
み
、
野
良
犬
た
ち
が
丸
々
と
太
っ
て
居
ら
れ
る
場
所
で
あ
る
。

こ
の
事
が
私
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
仏
国
土
と
思
わ
せ
る
居
心
地
の
良
さ
に

な
っ
て
い
る
の
だ
と
確
信
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
の
テ
ィ
ク
ナ
ッ
ト
ハ
ン
と
い
う
世
界
的
な
仏
教
活
動
家
の
言

葉
に
「
特
別
な
人
が
仏
陀
と
な
る
の
で
は
な
い
、
一
人
ひ
と
り
が
仏
陀
と

な
る
の
だ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
々
も
そ
れ
を

信
じ
日
々
の
布
施
行
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
も
う
一
つ
「
慈

悲
は
怒
り
の
解
毒
剤
で
あ
る
」
と
も
示
し
て
お
り
ま
す
。
人
々
が
苦
し
み

か
ら
来
る
怒
り
を
抱
え
る
時
、
果
た
し
て
何
を
解
毒
剤
に
し
た
ら
良
い
の

で
し
ょ
う
か
？　

持
戒
で
し
ょ
う
か
？　

禅
定
で
し
ょ
う
か
？　

智
恵
で

し
ょ
う
か
？

　

皆
が
寄
り
添
い
、
命
の
か
け
が
え
の
な
さ
を
自
覚
し
あ
う
事
で
は
な
い

か
と
私
は
思
い
ま
す
。
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平
成
29
年
４
月
以
降

◎
梅
花
流
講
習
会

　

４
月
７
日

◎
婦
人
会
東
北
研
修
会
準
備
会

　

４
月
13
日

◎
寺
族
会
総
会

　

４
月
20
日

◎
梅
花
流
講
習
会

　

５
月
11
日

◎
布
教
委
員
会
・
布
教
協
議
会

　

５
月
12
日

◎
宗
務
所
講
師
等
研
修
会

　

５
月
18
日

◎
梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会
（
福
井
県
）

　

５
月
23
日
～
25
日

◎
宗
務
所
婦
人
会
総
会

　

５
月
29
日

◎
梅
花
流
講
習
会

　

６
月
２
日

◎
特
派
布
教
巡
回

　

６
月
５
日
～
10
日

◎
東
北
管
区
宗
務
所
連
絡
協
議
会

　
（
仙
台
市
）

　

６
月
７
日
～
８
日

◎
梅
花
特
派
巡
回

　

６
月
12
日
～
17
日

◎
研
修
部
研
修
会
（
滴
禅
会
）

　

６
月
15
日

◎
東
北
管
区
集
会
（
花
巻
市
）

　

６
月
21
日
～
22
日

◎
婦
人
会
研
修
秋
田
大
会

　

６
月
27
日
～
28
日

◎
布
教
師
養
成
講
座

　

７
月
３
日

◎
梅
花
流
講
習
会

　

７
月
７
日

◎
仏
教
講
座
①

　
（
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）・
写
経
会

　

７
月
15
日

◎
宗
務
所
護
持
会
総
会

　

７
月
21
日

◎
梅
花
流
全
県
大
会

　

７
月
25
日

◎
通
常
所
会
（
決
算
）

　

７
月
31
日

布教師養成講座での実演 原稿を推敲する参加者

法話をなさる木村高寛老師 梅花に触れていただく
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◎
第
2
回
布
教
師
養
成
講
座　

ご
案
内

倶
舎
論
の
世
界

～
仏
教
思
想
の
基
礎
を
学
ぶ
～

花
園
大
学
教
授　

佐
々
木
閑
先
生

平
成
29
年
度
11
月
6
日　

午
前
10
時
半
～

午
後
5
時

於
：
禅
セ
ン
タ
ー

※
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

◎
祈
り
の
つ
ど
い

～
大
切
な
方
を
な
く
さ
れ
た
全
て
の
方
と

と
も
に
～

平
成
29
年
10
月
14
日
（
土
）
午
後
1
時
半

　

追
悼
法
要

会
場
：
正
法
院

秋
田
県
北
秋
田
市
鎌
沢
字
家
ノ
南
45

◎
ケ
ア
の
心
を
育
む

ビ
ハ
ー
ラ
秋
田
結
制
25
周
年
記
念
フ
ォ
ー

ラ
ム

講
演
：
上
田
紀
行
氏

平
成
29
年
11
月
19
日
（
日
）
午
後
2
時
開

演会
場
：
北
秋
田
市
文
化
会
館

◎
焼
け
跡
か
ら

希
望
舞
台
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

主
催
：
秋
田
県
第
9
教
区

平
成
29
年
11
月
27
日
（
月
）
午
後
2
時
開

演会
場
：
能
代
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

訂
正

「
所
報
」
１
１
７
号
に
掲
載
し
た
12
教
区
高
岳
寺
東
堂
伊
藤
秀
一
老
師
の

お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

『曹洞宗秋田県宗務所寺院名簿』訂正報告（9 月 30 日現在）

【 

第
13
教
区 

】

【 

第
1
教
区 

】

寺
番

寺
院
名

氏
名

区
分

誤

10

歓
喜
寺

斎
藤　

宣●

伸

徒
弟

正

10

歓
喜
寺

斎
藤　

亘●

伸

徒
弟

誤

11

玄
心
寺

福
本　

幸●

佑

副
住

正

11

玄
心
寺

福
本　

光●

佑

副
住

【 

第
4
教
区 

】

寺
番

寺
院
名

氏
名

区
分

誤

１
０
６

長
樿●

寺

金
子　

宗
元

住
職　

正

１
０
６

長
禪●

寺

金
子　

宗
元

住
職

【 

第
11
教
区 

】

寺
番

寺
院
名

電
話
番
号

誤

３
２
９

長
泉
寺

０
１
８
６
－
２
２
－
０
１
７●

２●

正

３
２
９

長
泉
寺

０
１
８
６
－
２
２
－
０
１
６●

７●

誤

第
13
教
区
（
21
ヶ
寺
）

正

第
13
教
区
（
22
ヶ
寺
）

●●
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所
報
１
１
８
号
に
つ
い
て
、
準
備
を
始
め
て
ま
も
な
く
７
月
22
日
か
ら
23
日

に
か
け
て
降
っ
た
記
録
的
大
雨
に
よ
る
建
物
へ
の
浸
水
な
ど
の
被
害
は
住
宅
で

２
２
０
６
棟
、
小
屋
な
ど
が
１
６
７
棟
、
企
業
な
ど
事
業
所
へ
の
被
害
は
２
７
５

件
に
の
ぼ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
道
路
や
堤
防
の
損
壊
な
ど
の
土
木
施
設
の
被
害
額
は
１
３
５
億
１
９
９
０
万

円
。
農
林
水
産
関
連
の
被
害
も
調
査
が
ほ
ぼ
終
了
し
、
被
害
額
は

９
１
億
２
７
９
１
万
円
に
膨
ら
ん
だ
と
の
試
算
で
あ
り
ま
す
。

　

大
雨
に
よ
る
被
害
額
は
２
０
１
３
年
８
月
の
豪
雨
の
際
の
８
７
億
６
０
０
０
万

円
を
大
き
く
上
回
る
約
２
２
６
億
円
で
、
大
雨
に
よ
る
被
害
と
し
て
は
秋
田
県
で

は
過
去
最
大
。
県
内
で
は
一
部
の
道
路
で
通
行
止
め
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

豪
雨
の
傷
が
ま
だ
癒
え
ぬ
、
翌
月
の
８
月
24
日
か
ら
の
大
雨
で
、
ま
た
も
７
月

と
同
じ
大
仙
市
を
中
心
に
被
害
が
出
ま
し
た
。
２
ヶ
月
連
続
の
大
雨
に
よ
る
被
害

に
心
休
ま
る
時
間
が
持
て
な
い
方
々
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
に
入
る
と
豪
雨
被
害
の
あ
っ
た
大
仙
市
に
震
度
５
強
の
強
い
地
震

が
あ
り
、
本
当
に
痛
み
、
悲
し
み
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
出
来
事
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
豪
雨
と
地
震
に
よ
り
、
県
内
の
御
寺
院
様
に
も
大
き
な
被
害
が
出
ま
し

た
。
ま
た
、
檀
信
徒
の
皆
様
に
も
大
変
な
被
害
が
出
た
と
の
ご
報
告
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

天
災
に
翻
弄
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
度
は
北
朝
鮮
が
９
月
３
日
に
６
度
目
の

核
実
験
を
強
行
し
、
７
月
に
は
２
度
の
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
を

発
射
し
、北
海
道
上
空
を
通
過
さ
せ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
含
め
、今
年
に
入
っ

て
10
発
以
上
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
て
い
ま
す
。

　

朝
早
い
時
間
で
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
警
報
音
が
多
く
の
方
々
の
気
持
ち
よ
い
朝
の

時
間
を
あ
っ
と
い
う
間
に
緊
張
感
に
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
私
ど

も
が
出
来
る
こ
と
は
何
か
と
問
い
続
け
る
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
に
日
々
の
安
ら
ぎ
が
一
刻
も
早
く
訪
れ
ま
す
よ
う
に
と
祈
ら
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

�

（
昭
道
記
）

編
集
後
記

講師　兵庫県海久寺住職
　　　前大本山永平寺不老閣侍局長
　　　　　　　　　　　　　中村　典篤　老師
　　　演題「道元様の伝えたかったこと
　　　　　　　　　　　——禅師求法の旅——」

日時　平成 29 年月 10 月 31 日 ( 火 )
　　　午後１時受付　１時半開演

　　　一般講演会・入場無料

場所　秋田キャッスルホテル

主　催　　曹洞宗秋田県宗務所・禅センター

◆◆◆ 禅　を　聞　く　会 ◆◆◆
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平成 29 年度　梅花流全国奉詠大会
於：サンドーム福井・大本山永平寺　平成 29 年 5 月 24 日

平成 29 年度　梅花流秋田県奉詠大会
於：秋田県民会館　平成 29 年 7 月 25 日
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年 間 行 事 予 定
平成29年度（2017）

友引 管区 宗務所 宗務庁 県内寺院

31
火
禅
を
聞
く
会
・
設
立
集
会

30
月

29
日
晋
山
結
制

第
十
八
教
区
　
永
安
寺

28
土

31
日

31
水
一
泊
研
修

梅
花
流
指
導
者
養
成
所

31
土

27
金

30
木

30
土

30
火

30
金

26
木

29
水

29
金

宗
務
所
休
務

29
月

28
水

29
木

25
水
梅
花
検
定
会（
中
央・県
南
）
28
火
写
経
・
仏
教
講
座
③

28
木

28
日

27
火

28
水

24
火

27
月

27
水

27
土

26
月

27
火
通
常
所
会
（
予
算
）

23
月

26
日

26
火

26
金

25
日

26
月

22
日
晋
山
結
制
・
退
董

第
九
教
区
　
見
性
寺

25
土

25
月

25
木
宗
務
所
梅
花
講
役
員
会
24
土

25
日

21
土

24
金

24
日

24
水

23
金
諮
問
委
員
会
・
災
害
対
策
24
土

20
金

23
木
勤
労
感
謝
の
日

23
土

天
皇
誕
生
日

23
火

梅
花
講
講
長
会

23
金

19
木

22
水

22
金

22
月

22
木

22
木

18
水

21
火

21
木

21
日

21
水

21
水

17
火

20
月

20
水

20
土

20
火

20
火

16
月

19
日

19
火

19
金

19
月

19
月

15
日

18
土

18
月

18
木

18
日

18
日

14
土

17
金

17
日

17
水

17
土

17
土

13
金

16
木

16
土

16
火

16
金

16
金

12
木
管
区
人
権
研
修
会

15
水

15
金

15
月

15
木

15
木

11
水

14
火

14
木

14
日

14
水

14
水

梅
花
流
指
導
者
養
成
所
13
月

13
水

13
土

13
火

13
火

10
火
梅
花
流
指
導
者
養
成
所
12
日

12
火

12
金

12
月
振
替
休
日

12
月

9
月
体
育
の
日

11
土

11
月

11
木

11
日
建
国
記
念
日

11
日

晋
山
結
制
・
本
葬

第
三
教
区
　
泉
秀
寺

10
金

10
日

10
水

10
土

10
土

8
日

9
木
梅
花
流
指
導
者
養
成
所
9
土

9
火

9
金

9
金

7
土

8
水

8
金

8
月

成
人
の
日

8
木

8
木

6
金

7
火
梅
花
流
指
導
者
養
成
所
7
木

7
日

7
水

7
水
梅
花
流
指
導
者
養
成
所

5
木

本
山
研
修
会

6
月
布
教
師
養
成
講
座

6
水
梅
花
流
指
導
者
養
成
所
6
土

6
火
研
修
部
②

6
火

4
水

5
日

5
火

5
金

5
月

5
月
梅
花
流
指
導
者
養
成
所

3
火

4
土

4
月

4
木

4
日

4
日

２
月
宗
務
所
寺
族
集
会

3
金
文
化
の
日

3
日

3
水

3
土

3
土

仏
教
講
座
・
野
外
研
修
２
木
梅
花
流
講
習
会

２
土

２
火

２
金
梅
花
流
講
習
会

２
金
梅
花
流
講
習
会

１
日

１
水
禅
セ
ン
タ
ー
設
立
記
念
日
１
金
梅
花
流
講
習
会

１
月

元
　
日

１
木

１
木
布
教
師
養
成
講
座

月/日

10

OCT

月/日

11

NOV

月/日

12

DEC

月/日

1

JAN

月/日

2

FAB

月/日

3

MAR
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